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この取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使い
ください。そのあと保存し、必要なときにお読みください。
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付属品をお確かめください。

リモコン
N2QAFC000002
コイン電池
CR2025

映像 / 音声コード
(ミニジャック対応)
K2KC4CB00001

S映像コード
VJA1120

レンズキャップ
VYP7855
レンズキャップひも
VGQ5327

ショルダーベルト
VFC3506

つゆつきについて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 124
ヘッドよごれについて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 124
その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 125
海外で使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 126
用語解説‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 128
故障？と思ったら(Q&A) ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 131
仕様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 136
保証とアフターサービス(よくお読みください) ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 137
索引‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 裏表紙

その他の情報

記載の品番は2000年5月現在のもの
です。
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 安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、
必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度
を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
(下記は絵表示の一例です)

「安全上のご注意」はビデオカメラに共通のものです。記載されているビデ
オカメラの図は、実物と多少異なりますがご了承ください。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う危険
が切迫して生じることが想定される」内容です。
この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能
性が想定される」内容です。
この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損
害のみが発生する可能性が想定される」内容です。

危険

注意
警告

このような絵表示は、気をつけていただきたい
「注意喚起」内容です。
このような絵表示は、してはいけない「禁止」
内容です。
このような絵表示は、必ず実行していただく
「強制」内容です。

危険

バッテリーの充電は、専用
の充電器を使う

機器の形状が同じで
も性能が異なると、
バッテリーの液も
れ・発熱・発火・破裂
につながります。

●バッテリーを指定以外の機器
に使わないでください。

バッテリーを分解、加工
(はんだ付けなど)、加圧、
加熱、火中投入などをしない

液もれ・発熱・発火・
破裂につながりま
す。

禁 止

●不要( 寿命) になったバッテ
リーについては、122ページ
をご参照ください。
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危険

バッテリーを炎天下(特に
真夏の車内)など、高温に
なるところに放置しない

液もれ・発熱・発火・
破裂につながりま
す。

禁 止

バッテリーの端子部(+
と-)に金属物(ネックレス
やヘアピンなど)を接触
させない

液もれ・発熱・発火・
破裂につながりま
す。

禁 止

●ビニール袋などに入れ、金属物
と接触させないようにしてくだ
さい。

警告

煙が出ている、異常に熱
い・におい・音がするとき
などは使うのをやめ、電源
プラグを抜く

火災・感電につながります。
●バッテリーで使っている場合は、
バッテリーを外してください。
●販売店にご相談ください。

内部に水や異物などが
入ったときや外装ケース
が破損したときは、使う
のをやめ、電源プラグを
抜く

火災・感電につなが
ります。

●バッテリーで使っている場合は、
バッテリーを外してください。

●販売店にご相談ください。

電源プラグ
を抜く

電源プラグ
を抜く
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警告

 安全上のご注意／つづき 必ずお守りください

電源プラグのほこりなど
は取る

湿気などでショー
トや絶縁不良とな
り､火災・感電につ
ながります。

●プラグを抜き、乾いた布でふい
てください。
●プラグは時々点検してください。

電源プラグは、根元まで
しっかりと差し込む

●いたんだプラグやゆるんだコン
セントは、使わないでください。
●プラグは時々点検してください。

内部に金属物や燃えやす
いものなどを入れない

火災・感電・故障に
つながります。

●乳幼児にご注意ください。

禁 止

交流100ボルト～240
ボルト以外では使わない
また､配線器具の仕様を
こえる使いかたをしない

たこ足配線などの
場合も、過電流で発
熱し、火災・故障に
つながります。禁 止

ぐらついた台の上や傾い
たところなど、不安定な
ところに置かない

落下すると、けがや
製品の故障につな
がります。

禁 止

接触不良で火災・感
電につながります。



安
　
全

9

安
全
上
の
ご
注
意

警告

水をかけたり、ぬらした
りしない

内部に水が入ると、
火災・感電・故障につ
ながります。

●水が入ったときは、販売店に
ご相談ください。
●雨天、降雪中、海岸、水辺など
水がかかりやすいところで使う
ときは、ぬらさないようにご注
意ください。

分解や改造をしない

火災・感電・故障につながります。
●修理や内部の点検は、販売店に
ご相談ください。
●お手入れ時で、部品の取り外し
や取り付けなどが必要な場合
は、説明書の指示に従ってくだ
さい。

不安定な状態で使わない

転落すると、死亡や
大けがにつながり
ます。

●安定した足場、安定した体勢を
確保してください。

禁 止

電源コードやプラグを破
損させない

無理なねじり、引っ
張り、加工、重いも
のの下敷きなどは、
コード破損の原因
となり、火災・感電
につながります。

禁 止

コイン電池は、乳幼児の手
の届くところに置かない

誤って飲み込むと、
身体に悪影響を及
ぼします。

禁 止

水ぬれ禁止

分解禁止

●破損したときは、使うのを
やめ、販売店にご相談ください。

●万一飲み込んだと思われるとき
は、すぐに医師にご相談くだ
さい。
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 安全上のご注意／つづき 必ずお守りください

警告 注意

自動車など、乗り物を運転
しながら使わない

事故の誘発につな
がります。

●歩きながら使うときも、周囲の
状況、路面の状態などに十分
ご注意ください。

禁 止

ぬれた手で電源プラグを
抜き差ししない

感電につながりま
す。

●必ず、乾いた手で持ってくだ
さい。

ぬれ手禁止

雷が鳴り出したら、本機
の金属部や ACアダプ
ターなどの電源プラグに
ふれない

落雷すると、感電に
つながります。

高温になるところに放置
しない

禁 止

特に真夏の車内、車のトランクの
中は、想像以上に高温(約60℃以
上)になります。カセットテープや
ビデオカメラ、バッテリー、アダ
プターなどを絶対に放置しないで
ください。熱で外装ケースが変形
し内部部品が破損すると火災・感
電のおそれがあります。

レンズやファインダーを
太陽や強い光源に向けた
ままにしない

集光により、内部部
品が破損し、火災の
おそれがあります。

禁 止

カセット入れ口に指をはさ
まれないように注意する

けがをするおそれ
があります。

●乳幼児にご注意ください。

指に注意接触禁止
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注意

本機の上に重いものを置い
たり、乗ったりしない

重量で外装ケース
が変形し、内部部品
を破損すると、火
災・感電・故障のお
それがあります。

禁 止

電源コードを持って抜か
ない

コード破損の原因
となり、火災・感電
のおそれがありま
す。

●必ず、電源プラグを持ってくだ
さい。

禁 止

飛行機内で使うときは、
航空会社の指示に従う

本機が出す電磁波
などにより、飛行機
の計器に影響を及
ぼすおそれがあり
ます。

●病院などで使うときも、病院の
指示に従ってください。

充電中や使用中は、機器の
上に布などをかぶせない

熱で外装ケースが
変形し内部で発熱
すると、火災・感電・
故障のおそれがあ
ります。

禁 止

お手入れの際や長期間使わないときは、安全のため、
電源プラグを抜く

誤って内部にふれると、感電するおそれがあります。また、
通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、漏電などにより、
火災につながるおそれがあります。(テープ保護のため、
カセットも取り出しておいてください)電源プラグ

を抜く
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注意

 安全上のご注意／つづき 必ずお守りください

指定以外の電池を使わな
い

指定以外を使うと、
液もれ・発熱・発火・
破裂などを起こし、
けがをするおそれ
があります。禁 止

コイン電池は、+・-を
確かめ、正しく入れる

間違えると、液も
れ・発熱・発火・
破裂などを起こし、
けがをするおそれ
があります。

コイン電池を分解、加工
(はんだ付けなど)、加圧、
加熱、火中投入などをしない

液もれ・発熱・発火・
破裂のおそれがあ
ります。

禁 止

油煙、湯気、湿気、ほこり
などが多いところ、振動が
激しいところで使わない

水やほこりが入っ
たり、振動などで内
部部品が損傷する
と火災・感電のおそ
れがあります。

●3 年に一度ぐらいは、販売店
に点検をご相談ください。
(特に湿度が高くなる梅雨期の
前に点検をすると、効果的です)
●費用についても、そのときお確
かめください。

禁 止

コイン電池の+・-部に
金属物(ネックレスやヘヤ
ピンなど)を接触させない

●ビニール袋などに入れ、金属物と
接触させないようにしてください。

液もれ・発熱・発火・
破裂などを起こし、
けがをするおそれ
があります。

禁 止

液もれしたときは：
●万一、液もれが発生し、液が手や衣服に付いたときは、水でよく洗い流してくだ
さい。
●液が目に入ったときは、失明のおそれがあります。目をこすらずに、すぐにきれ
いな水で洗ったあと、医師にご相談ください。
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安
全
上
の
ご
注
意
／
使
う
前
に

本機で使用できるカセットは
Òマークの付いたデジタルビデオカ
セットテープです。

本機で使用できるカードは
マルチメディアカードです。

本機用のアクセサリーキット（別売）は
以下の２種類です。
1. VW-PDB1
●ACアダプター
　・電源コード
　・DCコード
●バッテリーパック
●デジタルビデオ用ヘッドクリーナー

2. VW-PPMC1
●ACアダプター
　・電源コード
　・DCコード
●バッテリーパック
●デジタルビデオ用ヘッドクリーナー
●8MB マルチメディアカード
●デジタルフォトプリンター

i.LINK は IEEE1394-1995 仕様および
その拡張仕様、¥はi.LINK に準拠した製品
につけられるロゴです。
i.LINK 、¥は商標です。

まずお読みください！
事前にためし撮りをしてください。
大切な撮影(結婚式など)は､必ず事前に
ためし撮りをし､正常に撮影(録画)や録
音されていることを確かめてくださ
い。

撮影内容の補償はできません。
本機およびカセット(テープ)、マルチメ
ディアカードの不具合で撮影(録画)や
録音されなかった場合の内容の補償に
ついてはご容赦ください。

著作権にお気を付けください。
あなたが撮影(録画)や録音したものは、
個人として楽しむ以外は、著作権法上
権利者に無断では使用できません。個
人として楽しむ目的であっても、撮影
を制限している場合がありますのでお
気を付けください。

マルチメディアカードの画像について
他機で記録、作成した画像の本機での
再生および本機で記録した画像の他機
での再生については、保証いたしませ
ん。

本書内の写真について
本書内の写真は、説明のためスチル写
真から合成しています。実物とは多少
異なりますが、ご了承ください。

本書内のイラストについて
本書内の製品姿図・イラストは、実物と
は多少異なりますが、ご了承ください。

参照ページについて
参照いただくページを(P00)で示して
います。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主
規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスB
情報技術装置です。この装置は、家庭環境
で使用することを目的としていますが、こ
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受信障害を引き起こ
すことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして
下さい。

 使う前に
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 各部の名前と働き～本体～

1液晶モニター(P26､114)

2タイトルインボタン
映像にタイトルを入れるとき、消すと
きに使います。(P86)

3カードマルチボタン
カードの画像をマルチ画面再生すると
きに使います。(P80、86)

4マルチプッシュダイヤル
●メニューの項目選択･設定(P32)
●マニュアルフォーカスのピント合わせ
(P58)

●白バランスの選択・設定(P60)
●電子シャッター、絞り/ゲインの選択・
設定(P62)

●音量調整(P46)
●再生時のジョグ操作(P50)
●可変速サーチの速度調整(P48)
●マルチ画面の画像を選択(P80､86､
90)

5メニューボタン
メニューを表示します。（P109～113）

6フォーカスボタン
手動でピントを合わせます。
（マニュアルフォーカス）(P58)

7フルオート･マニュアル切換えスイッチ
フルオートとマニュアルを切り換えます。
（P58 ～65）

8逆光補正/再生（1）ボタン
撮影： 逆光補正します。(P58)
再生： 再生します。（P46）2 度押

すと、可変速サーチモード
になります。（P48）

カード再生：カードのメモリー画像をス
ライド再生します。（P80）

9静止画（;）ボタン
撮影： 静止画にします。(P36)
再生： 静止画再生します。(P50)
カード再生：スライド再生を一時停止し

ます。（P80）

:液晶開くボタン
液晶モニターを開くときに使います。(P26)

;フェード/停止（∫）ボタン
撮影： フェード効果に使います。

(P66)
再生： テープ走行を停止します。

（P46 ）
カード再生：カードのメモリー画像のス

ライド再生を停止します。
（P80）
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各
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前
と
働
き

<サーチ/早送り（5）/巻戻し（6）/
撮影チェック（S）ボタン
撮影： カメラサーチ(P54)、撮影

チェック(P34)をします。
再生： 早送り・早送り再生、巻戻し･

巻戻し再生します。(P46、
48)

カード再生：カードのメモリー画像を送
り/戻し再生します。(P80)

=シュー
ステレオマイクロホンなどをつけるとこ
ろです。(P125)

>シューカバー
シューを使うときはファインダーを引き
出してから、シューカバーを矢印の方向
にずらして取り外します。（上図）

?レンズフード(P125)

@レンズ

A内蔵ステレオマイク(P94)

B白バランスセンサー
白バランスを自動的に切り換えるセン
サーです。(P60)
指などでふさがないでください。

CDV端子(¥)
デジタル信号の入出力用端子です。
DV端子を持つデジタルビデオ機器と
接続します。(P97､100､104)

D撮影おしらせランプ
撮影中に点灯して、撮影していること
を知らせます。(P35)
リモコン受信時は、点滅します。

Eリモコンセンサー
リモコンからの信号を受けるセンサー
です。(P28)
指などでふさがないでください。
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 各部の名前と働き～本体～(つづき)

Fファインダー
液晶モニターを閉じたときに、映像を
見るところです。(P26､114)
対面撮影時はファインダーにも映像が
映ります。(P44)

G視度調整レバー
視力に合わせてファインダーを調整す
るときに使います。(P26)

Hフォトショットボタン
_が「テープ」のとき：
●フォトショット画像をテープに記録
します。(P36)

●カードのメモリー画像をテープに記
録します。(P82)

_が「カード」のとき：
●フォトショット画像をカードに記録し
ます。(P78)

Iバッテリー取外しボタン
バッテリーを取り外します

J操作モード(電源)ランプ
操作モード(撮影/再生/カード再生)の
ランプが点灯します。(P27)

Kバッテリー取付け部(P20)

L電源/操作モード切換えスイッチ
●電源の「入」「切」操作をします。
●上にずらすごとに操作モードが切り
換わります(P27)

M撮影開始/一時停止ボタン
撮影を始めるとき、一時停止するとき
に使います。(P34)

Nショルダーベルト取付け部(P30)

Oカセット確認窓
カセットが入っているかを確認する窓
です。

P動作中ランプ
カードのデータにアクセスしていると
きに点灯します。(P77)

QRESETボタン
電源が入っているのに操作できないな
ど、トラブルがおこったときに、先の
細いもので押してください。(P135)

Rカード挿入口
ここからカードを入れます。(P76)

Sカード扉
カードを入れてカード扉を閉じると、
カードを使用できるようになります。
(P76)
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と
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Tカード扉開くレバー(P76)

Uスピーカー(P46)

VS2(S1)映像入出力端子
テレビの映像を見るときやダビングす
るときなどに使います。(P52､96)

WミニシステムE端子
ビデオプリンターや編集コントロー
ラーと接続するときに使います。
(P102､104､105)

Xマイク端子
外部マイクなどをつなぎます。(P94)

YAV入出力/ヘッドホン端子
テレビの映像を見るとき、アフレコ、
ダビングをするときや、ヘッドホン
で音声を聞くときなどに使います。
(P46､52､94)

Zデジタル静止画端子
パソコン静止画キット（別売）を
使って、パソコンに画像を取り込
むときに使います。(P107)

[グリップベルト
手の大きさに合わせて調整できます。
(P30)

\カセット取出しレバー
カセット取出しふたを開くときに使
います。(P24)

]カセットカバー
カセットを入れたあと、ここを閉じ
ます。(P24)

^ズームレバー
ズーム操作に使います。(P38)

_テープ/カード選択スイッチ
フォトショット画像をテープ、カード
のどちらに記録するか選択します。
(P36､78)

`カセット取出しふた
「カチッ」と音がするまで開くと、カ
セットホルダーが出ます。(P24)

a三脚取付け穴

bカセットホルダー
ここにカセットを入れます。(P24)

c  レンズキャップ(P30)

dレンズキャップ取付け部
レンズキャップの裏面のみぞに差し
込んで固定します。(P31)

○
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 各部の名前と働き～リモコン～

�

1表示出力ボタン
撮影/再生/カード再生：
画面の機能表示をテレビに表示させます。
(P53)

2 年月日／時刻ボタン
年月日､時刻を表示させます。(P47)

3 撮影操作／音量調整部
フォトショットボタン(P37、79)
ビデオカメラ本体のボタンと同じ機能
です。

撮影開始／停止ボタン(P35)
ビデオカメラ本体の「撮影開始/一時停
止ボタン」と同じ機能です。

ズーム／音量ボタン
撮影： ズーム操作に使います。

(P39)
再生： 内蔵スピーカーの音量を調

整するときに使います。
(P47)
再生ズームの倍率を変える
ときに使います。(P74)

4 表示切換ボタン(P111)
カウンターモードを切り換えます。

5リセットボタン(P130)
（リニア）カウンターの値がゼロになり
ます。

6タイトルインボタン(P87)
ビデオカメラ本体のボタンと同じ機能
です。

7録画ボタン(●)(P96､100)
再生： 再生ボタンと同時に押して、

録画を開始します。

8 アフレコボタン(P94)
再生： アフレコ操作に使います。
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: 映像効果部
選択ボタン(P72)
再生： ｢デジタルセッテイ｣メニュー

の「コウカセンタク」のモー
ドを設定します。

メモリーボタン(P72)
再生： ｢コウカセンタク｣のワイプ、

ミックス時のメモリー画像を
決定するときに使います。

切/入ボタン(P72)
再生： 選択モードを一時解除すると

有効にするときに使います。
｢コウカセンタク｣のワイプ、
ミックス効果を始めるときに
も使います。

;メニュー設定/再生ズーム操作部
再生ズームボタン(P74)
再生： 再生映像を拡大するときに使

います。

メニューボタン
ビデオカメラ本体のボタンと同じ機能
です。(P33)

方向ボタン
再生ズーム時、画面を上下左右に動か
すことができます。

∫：項目ボタン
メニュー画面表示時は、メニュー内の
項目を選ぶ項目ボタンに変わります。
(P33)

∏：設定ボタン
メニュー画面表示時は、選んだ項目の
値やモードを設定する設定ボタンに変
わります。(P33)

9 再生操作／メニュー設定部
巻戻しボタン(6)
(P35､47､49､81)
ビデオカメラ本体のボタンと同じ機能
です。

早送りボタン(5)(P49､81)
ビデオカメラ本体のボタンと同じ機能
です。

再生ボタン(1)
再生： 再生をします。(P47)また、

録画ボタンと同時に押して、
録画します。(P96､100)

カード再生：カードのメモリー画像を約5
秒ごとにスライド再生しま
す。(P81)

スロー／コマ送りボタン(E、D)
再生： 再生中に押すと、スロー再生、

一時停止中に押すと、コマ送
り再生になります。(P50)
(Eは逆方向、Dは正方向です)

頭出しボタン(K、L)
再生： 撮影した映像を頭出しします。

(P56)
(Kは逆方向、Lは正方向
です)

停止ボタン(∫)
再生： テープ走行を停止します。

(P47)

カード再生：カードのスライド再生を停
止します。(P81)

一時停止ボタン(;)
再生： 静止画再生します。(P50)
カード再生：カードのスライド再生を一時

停止します。(P81)
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 バッテリーを充電する
 バッテリーを付ける

バッテリーを充電する

バッテリーは充電すると使えるようになります。
充電器はAC アダプターを使います。

AC アダプターとバッテリーは別売のアクセサ
リーキットに付属しています。

マークにそって、
バッテリーを水平
にのせ、押す

電源コードをつなぐ

バッテリーを付ける

充電済みのバッテリーを付けると、ビデオ
カメラを操作できるようになります。

ファインダーを
上げる

バッテリーをまっ
すぐ押しあて、｢カ
チッ｣と音がする
まで、下にずらす

�

ランプが点灯します。
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使
う
前
に

お願い/ヒント

お願い/ヒント

3 4

3 4

充電ランプ
[CHARGE]が消
えると満充電完了

バッテリーを外す

充電時間と撮影可能時間について ファインダー使用時((　)内は液晶モニター使用時)

バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
す
る
／
バ
ッ
テ
リ
ー
を
付
け
る

�

�

お願い/ヒント
●DCコードがACアダプターにつながっ
ていると、充電できません。

●アクセサリーキットの説明書もよくお読
みください。

●ビデオカメラからバッテリーを外すとき
は、電源スイッチを「切」にしてから外
してください。

●使用後や充電後はバッテリーが温かくな
ります。また、使用中はビデオカメラ本
体も温かくなりますが、故障ではありま
せん。

●バッテリーの長期保管については、
122ページをご参照ください。

●充電マーカーのあるバッテリーの場合、
充電済みバッテリーのマーカー（●）が
見えるようにしておくと、未充電のバッ
テリーと識別することができます。

バッテリーの外しかた
バッテリー取外しボタンを押しながら、
上にずらして、外す

● バッテリーを落下させないように手で支え
ておいてください。

●左表は常温(温度20
℃/湿度60%)での
時間です。高温、低
温時は充電時間が長
くなります。めやす
にしてください。

●左表の間欠撮影可能
時間とは、撮影、停止
などをくり返したと
きにテープに記録で
きる時間です。実際
にはこれより短くな
ることがあります。
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タイトル

タイトル

 電源コンセントにつないで使う
 ウエストホルダー(腰付け)型のバッテリーを使う

電源コンセントにつない
で使う

ACアダプターを使って、電源コンセントにつ
なぐと、バッテリーの消耗を気にせず使えま
す。

DCコード、電源コードはACアダプターに付
属しています。

ウエストホルダー(腰付け)
型のバッテリーを使う

別売のバッテリーパック(VW-VBD5)を使う
と、1個のバッテリーで長時間撮影することが
できます。

ACアダプター

電源コード

DCコード
バッテリーを付けるとき
と同じようにＤＣコードを
付ける(P20)

DCコードをつなぐ
1

充電時
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使
う
前
に

お願い/ヒント

お願い/ヒント

●ACアダプターは、海外でも使うことが
できます。(P126)

●電源を外すときは、電源スイッチを
「切」にしてから外してください。
●長時間使用すると、ビデオカメラ本体
が温かくなりますが、故障ではありま
せん。

●アクセサリーキットの説明書もお読みくだ
い。

電
源
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
使
う

●バッテリーパックの説明書をお読みくだ
さい。

ウ
エ
ス
ト
ホ
ル
ダ
ー
型
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
う

電源コードをつなぐ
2

使用時
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タイトル 1 2

カセットの取出し

 カセットを入れる

レバーをずらした
状態で、「カチッ」
と音がするまで
水平に開く

カセットホルダー
が開いてから、カ
セットを入れる

カセット窓がこの方向
になるようにして、奥
まで入れる

本機に電源が供給されていれば、本機の電源ス
イッチを入れなくても、カセットの出し入れを
することができます。

カセットをまっすぐに抜き取ります。

カセットを入れる

使用できる当社のカセット
(2000年5月現在)

ス タ ン ダ ー ド プ レ イ

SP ：Standard Play(標準)の意味です。
ロ ン グ プ レ イ

LP ：Long Play(長時間)の意味です。(P40)

●カセットは絶対に高温の場所に置かないで
ください。テープがいたんで再生時にモザ
イク状のノイズが出る場合があります。
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使
う
前
に

お願い/ヒント3 4

誤消去防止つまみについて

カセットカバーを
押して閉じる

カセットホルダー
が完全に納まって
から､ふたを閉じる

カセットを出し入れするときは
●カセットカバーを閉じるときは、グリッ
プベルトやレンズキャップひもをはさみ
こまないように気を付けてください。

●グリップベルトが当たって、カセットホ
ルダーが完全に開かないことがあります
ので、グリップベルトが当たらないよう
に気を付けてください。

●カセットを入れるときは、方向をよく確
かめ、最後まで確実に入れてください。

●使用途中のカセットを入れたときは、カ
メラサーチ機能(P54)を使って、続けて
撮影する部分をさがしておきましょう。
特に、一度使用したカセットに重ね撮り
する場合、必ず続けて撮影する部分をさ
がしてから、撮影してください。

カセットホルダーが納まらない場合は、
以下の処置を行ってください。
●「 閉じる」を押してカセットカバーを
確実に閉じる

●電源スイッチを入れ直す
●バッテリーが消耗していないか確認する

カセットホルダーが出てこない場合は、
以下の処置を行ってください。
●カセット取出しふたを一度完全に閉じて
から、再度開く

●バッテリーが消耗していないか確認する

カ
セ
ッ
ト
を
入
れ
る

ここを押す

撮影後は、誤って撮影内容を消さないために、
カセットの誤消去防止つまみを「SAVE」側(開
く)にしておくことをおすすめします。こうし
ておくと、撮影ができなくなります。「REC」側
に戻すと、撮影が可能になります。
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21

21

タイトル

タイトル

 ファインダーを使う
 液晶モニターを使う

ファインダーを使う

ファインダーを使う前に、視力に合わせて
ファインダー内の文字が一番よく見えるように
します。

「入」にする 上げる

液晶モニターを使う

液晶モニターを見ながら撮ることもできます。

準備
液晶モニターを閉じてください。
液晶モニターが開いていると、ファインダーは
点灯しません。

中央のボタンを押しな
がらずらします。

「入」にする 押して、開く

中央のボタンを押しな
がらずらします。

ファインダーが消灯
します。

液晶モニターは、精密度の高い技術で作ら
れています。99.99％以上の有効画素があ
りますが、0.01％以下の画素欠けや常時点
灯（赤、青、緑色）するものがあります。こ
れは不良ではなく、また録画には支障あり
ません。
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使
う
前
に

お願い/ヒント視度を調整する

角度を調整する

●ファインダーを使うときは見やすい位置
まで引き出してください。

●液晶モニターを閉じるときは「カチッ」
と音がするまで確実に閉じてください。

●メニューでファインダーの明るさ、液晶
モニターの色の濃さ、明るさが調整でき
ます。(P114)

●液晶モニターをレンズ方向に180°回
して閉じると、再生映像を見るときなど
に便利です。

液晶モニターをレンズ方向へ回転させたと
き(対面撮影時)は、ファインダーと液晶モ
ニターが同時に点灯します｡ (P44)

視度調整レバーを動かして調整する

撮影する角度によって、液晶モニター
の角度を調整する
レンズ方向に180°手前方向に90°まで回転
します。それ以上に無理な力で回すと、本機の
故障につながります。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
使
う
／
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
使
う

■電源/操作モード切換えスイッチの操作方法
中央のボタンを押しながら、「入」
にすると、電源が入ります。
(撮影ランプが点灯します)

中央のボタンを押しながら、「切」
にすると、電源が切れます

電源を「入」にしたあと、上にずらして操作モード
を切り換えます。
ずらすごとに「再生」→「カード再生」→「撮影」
と切り換わります。

●操作モードを切り換えるときは、切り換わった
ことを確認してから操作してください。
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 リモコンにコイン電池を入れる
 リモコンを使う

リモコンにコイン電池を
入れる

リモコンを操作する前に、付属のコイン電池を
リモコンに入れます。

取出しつまみを
矢印の方向に押し
ながら引き抜く

リモコンを使う

+マークを上に向
け、電池を入れる

ビデオカメラに電
源をつないでおく
(P20 ～23)

電源を｢入｣にする

●中央のボタンを押し
ながら、ずらします。

●撮影ランプが点灯し
ます。点灯後、ずら
すごとに操作モード
が切り換わります。
(P27)

�
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使
う
前
に

お願い/ヒント

お願い/ヒント

●電池の向きは、よく確認して入れてくだ
さい。

●コイン電池が消耗した場合は、新しいコ
イン電池(CR2025)と交換してくださ
い。(電池の寿命は使用頻度にもよります
が、約1年です）リモコンを本機のリモ
コンセンサーの近くで操作しても動作し
ない場合は、コイン電池が消耗してい
ます。

●コイン電池は、幼児の手の届かないとこ
ろに置いてください。

リ
モ
コ
ン
に
コ
イ
ン
電
池
を
入
れ
る
／
リ
モ
コ
ン
を
使
う

同時に2台のビデオカメラを使う場合のリモコンの設定
１台のビデオカメラとリモコンの設定を「VTR1」に、
もう１台のビデオカメラとリモコンを「VTR2」に設定
すると、2台の間でのリモコンの誤作動を防ぐことがで
きます。（出荷時設定は「VTR1」です。またコイン電
池を交換すると、設定が「VTR1」になります。）
設定のしかた
リモコン側： 右図参照
ビデオカメラ側：「ソノタセッテイ」メニューの「リモ

コン」の項目で設定（P32、111）
●ビデオカメラとリモコンの設定が違うときは、画面に
「リモコン」と表示が出ます。電源を入れたあとの最
初の操作時のみ「リモコンのセッテイをカクニンして
ください」のメッセージが表示されます。（P119)

元に戻す

リモコンセンサーに向けてリモコンの
操作ボタンを押す

●リモコンの操作範囲は、室内で使用した
ときの値です。屋外やリモコンセンサー
部に強い光が当たっているときは、この
範囲内であっても操作できない場合があ
ります。

●近距離(約1m 以内)で操作するときは、
センサー横(液晶モニター側)からもリモ
コン操作ができます。

距離：約5m以内
角度：上下左右に

約15°

3

3

�
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1 2

1 2

1 2

タイトル

タイトル

タイトル

 グリップベルトを調整する
 ショルダーベルトを付ける
 レンズキャップを付ける

グリップベルトを調整する ベルトをめくる

ショルダーベルトを付ける ショルダーベルト
の先端を取り付け
部に通す

ベルトの先端を折
り返して止め具の
中を通す

レンズキャップを付ける レンズキャップひ
もの先端をレンズ
キャップに通す

ひもの反対側をひも
の輪の部分に通す

カバーをめくる
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使
う
前
に

43

3 4

3 4

お願い/ヒント
●カセットを出し入れするときは、グリッ
プベルトが当たって、カセットホルダー
が完全に開かないことがあります。グ
リップベルトが当たらないように気をつ
けてください。

ベルトの長さを調
整する

元に戻す

ベルトが外れない
ように2cm以上
出す

もう片方も、同じ
ようにして付ける

矢印の方向に引っ
ぱる

レンズキャップを
グリップベルトに
付ける

レンズキャップについて
撮影をしないときは、付属のレンズキャップ
を付けて、レンズ面を保護してください。

レンズキャップはレンズキャップ取付け部
に付けておくことができます。

シ
ョ
ル
ダ
ー
ベ
ル
ト
を
付
け
る
／
レ
ン
ズ
キ
ャ
ッ
プ
を
付
け
る

グ
リ
ッ
プ
ベ
ル
ト
を
調
整
す
る
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タイトル 1 2

5 6

 メニュー画面を操作する

メニュー画面を操作する

メニューで本機のさまざまな機能を設定するこ
とができます。

「入」にする 操作したいモード
を選ぶ

中央のボタンを押しな
がらずらします。

上にずらすごとに、操
作モードが切り換わり
ます。(P27)

押して、項目を表
示させる

回して選び、押し
て設定する
(右記参照)
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使
う
前
に

お願い/ヒント

前のメニューに戻る

4

メニューを終了する

3
●手順6 の後にメニューボタンを押して
メニュー画面を終了することができます。
(手順6の設定は有効です)

●メニュー画面の各項目の説明について
は、「メニュー画面の表示」をご参照く
ださい。(P109～113)

●撮影中、録画中にメニューは表示されま
せん。

●メニュー表示中は撮影操作、再生、カー
ド再生操作ができません。

●使えない項目は濃い青色で表示されます。

押して、メニュー
を表示させる

回して、任意の項
目を選ぶ

回して「まえのメ
ニューに戻る」を
選び、押す

押す
メニュー画面の動きかた(手順6)
1 設定項目の移動
回すと、下画面の1の矢印の順に項目
が移動します。

2 設定
押すごとに下画面の2の矢印の順に≥

が移動します。

リモコンを使う場合
メニュー操作ができます。項目を選ぶと
きは項目ボタンを、設定するときは設定
ボタンを使います。

メニュー画面が消え
ます。

メ
ニ
ュ
ー
画
面
を
操
作
す
る　�

�
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タイトル 1 2

 撮る

撮る

フルオート･ マニュアル切換えスイッチを
「フルオート」にすると、自動でピントや色合
いを合わせて撮ることができます。

光源や撮る場面によっては、ピントや色合いが
自動で合わない場合があります。その場合は、
手動で調整する必要があります。
(ピント：P58、128)
(色合い：P60、129)

撮る前に
大切な撮影をする前には、以下の設定を確認し
てください。
●SP ／LP モードの設定(P40､130)
あとで編集、アフレコなどをする場合：「SP 」

●音声記録モードの設定(P94)
アフレコする場合：「12bit 」

●シネマモードの設定(P40)

「入」にする 押す

中央のボタンを押しな
がらずらします。

撮影ランプが点灯しま
す。

撮影が始まります。

レンズキャップをして電源を入れると、
オートホワイトバランス(P129)がうまく
合わないことがあります。レンズキャッ
プを外してから電源を入れてください。
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撮
る
　
見
る

撮影をチェックする お願い/ヒント3
撮影を一時停止す
るには：
もう一度押す

撮影の一時停止中
にポンと押す

●撮影の一時停止状態が5分以上続くと、
テープ保護とバッテリーの消耗を防ぐた
め､自動的に電源が切れます。再び撮る
ときは、電源スイッチを「切」にしてか
ら再度、「入」にしてください。

●撮影中にフォトショット(P36､78)をす
ると、テープは停止します。

●撮影チェックをするときには、撮影した
モード(SPまたはLP)と同じモードで
チェックしてください。モードが異なっ
ているとチェック画面が乱れる場合があ
ります。

●「ソノタセッテイ」メニューの「おしら
せブザー」を「切」にすると、おしらせ
ブザーは鳴らなくなります。(P111)

撮影おしらせランプについて
撮影中に点灯します。
｢ソノタセッテイ｣メニューの｢サツエイラ
ンプ｣を｢切｣にすると、点灯しなくなりま
す。(Ｐ111)
リモコン受信時は点滅します。

リモコンを使う場合
撮影開始／一時停止操作､撮影チェックが
できます。

基本的な構えかた

●グリップベルトに手
を通す

●両手で持つ
●足を少し開く
●わきをしめる
●マイク部や白バラン
スセンサーに指で触
れないようにする

撮影した最後の部分を
約 2、3 秒間再生し
ます。

撮影をやめるには：
「切」にする

中央のボタンを押しな
がらずらします。

チェック後は撮影の
一時停止に戻ります。

撮
る
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タイトル

 静止画を撮る
 (テープフォトショット/連写フォトショット/デジタル静止画)

静止画を撮る
(テープフォトショット/連写フォトショッ
ト/デジタル静止画)

フォトショット機能やデジタル静止画機能を
使って静止画を撮ることができます。
カードに静止画を撮ることもできます。
(カードフォトショット)(P78)

1 ｢テープ」にする 2 ポンと押す
テープフォトショット

デジタル静止画
1 ポンと押す もう1回押すと元

に戻ります

静止画になります。

約7秒間静止画を撮影
して、撮影の一時停止
になります。
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撮
る
　
見
る

お願い/ヒント
｢シャッターコウ
カ｣を｢入｣にして
押し続ける

テープフォトショットについて
●フォトショット画像はフォトサーチ
(P56)､自動プリント(P102)､画像伝送
(P84)できます。ただし､連写フォト
ショットの画像はインデックス信号が記
録されないので､フォトサーチ､自動プリ
ント、画像伝送はできません。

●連写フォトショット時はボタンから指を
はなしても1コマ多く撮れることがあ
ります。

カードフォトショットについて(P78)
●カードフォトショット時は、「シャター
コウカ」は働きません。

デジタル静止画について
●デジタル静止画の通常撮影ではフォトイ
ンデックス信号は記録されません。

●撮りたいところで、静止画ボタンを押し
て静止画にしてから、フォトショットボ
タンを押すことをおすすめします。

｢ソノタセッテイ｣メ
ニューの「シャッター
コウカ」を「入」にす
るとシャッター映像と
シャッター音が記録さ
れます。(P32)

連写フォトショット

2 撮る､ または
フォトショッ
トする

約0.7 秒間隔で､連写
フォトショットします。

リモコンを使う場合
フォトショット操作ができます。

静
止
画
を
撮
る

�

または

�
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タイトル

タイトル 1 2

 大きくまたは広く(広角に)撮る(ズームイン／アウト)
 さらに拡大して撮る(デジタルズーム)

大きくまたは広く(広角に)
撮る
(ズームイン／アウト)

遠くの人や物を大きく撮ったり、景色などを
広角に撮ることができます。

広く撮るには
(ズームアウト)：
Ｗ側へ押す

大きく撮るには
(ズームイン)：
Ｔ側へ押す

さらに拡大して撮る
(デジタルズーム)

デジタル機能を使って、光学ズーム領域(12 倍ま
で)よりさらに大きく拡大することができます。
最大120倍のズームインが可能になります。

●数秒間、倍率表示が出ます。

メニューで｢カメ
ラキノウ｣を選ぶ
(P32)

｢デジタルズーム｣
を｢30倍｣または
｢120 倍｣に設定
する

　�

�

�

�

1
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撮
る
　
見
る

3 4 お願い/ヒント

お願い/ヒント
●ズーム速度が速いと、ピントが合わない
ことがあります。
●T側にして大きくしているときは、約
1.2m以上でピントが合います。
●本機を手に持って拡大して撮るときは、
手ぶれ補正機能を｢入｣にして使うことを
おすすめします。(P42)
●ズーム倍率1倍では、レンズから約35mm
まで近づいて撮ることができます。
(マクロ機能)

メニュー画面が消えま
す。

●設定時は「ズーム」表示が出ます。
●デジタルズームは、拡大するほど画質が
悪くなります。

●デジタルズームを解除するには、手順2
でメニューの「デジタルズーム」を「切」
にしてください。

●ズームが12倍より大きいときは、白バラ
ンス(P60)の選択はできなくなります。

●デジタルズームを使うと、デジタル機能は
使えなくなります。

可変速ズーム機能
撮影の一時停止中に、ズームレバーを最後まで
押し込むと、最速約0.3秒で、1～12倍まで
ズームできます。

●撮影中は最速約0.8秒で、1～12倍までズーム
になります。

●ズームレバーを動かす幅によって、ズーム
速度が変わります。

押す ズーム操作する

ズーム倍率が12 倍よ
り大きいときは、デジ
タルズームになります。

さ
ら
に
拡
大
し
て
撮
る

大
き
く
ま
た
は
広
く(

広
角
に)

撮
る

リモコンを使う場合
ズーム操作ができ
ます。

�
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 映画のように撮る(シネマ)
 長時間撮影する(LP モード)

映画のように撮る
(シネマ)

S2 映像端子のついたワイドテレビに対応した
映像を撮ることができます。

メニューで｢カメ
ラキノウ｣を選ぶ
(P32)

｢シネマモード｣を
｢入｣に設定する

長時間撮影する
(LP モード)

「LP」モードに設定すると、「SP」モードの
1.5 倍長く記録することができます。

メニューで｢キロク
セッテイ｣ を選ぶ
(P32)

｢キロクモード｣を
｢LP ｣に設定する

　�

�
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撮
る
　
見
る

お願い/ヒント

3

3
シネマについて
●テレビによっては日付表示が欠ける場合
があります。
●「シネマ」で撮ったテープの再生映像
は、接続するテレビによって異なりま
す。52ページをご参照ください。
●撮れる範囲が広がるわけではありません。
●タイトルを入れると(P86)、S2 映像対
応の信号が出力されなくなります。

LPモードについて
●本機の性能を十分に生かすためにパッ
ケージに｢LPモード」表示のある当社製
のカセットテープをおすすめします。
●アフレコ(P94)はできません。

LPモードで撮っても画質は劣化しません
が、以下の場合に、モザイク状のノイズ
などが出たり、機能が制限されることがあ
ります。

・他のデジタルビデオ機器で再生
・他のデジタルビデオ機器でLP録画
したテープを本機で再生

・LPモードがないデジタルビデオ機器
で再生

・スロー／コマ送り再生時(P50)
・カメラサーチ(戻し)時(P54)

メニュー画面が消えま
す。

押す

長
時
間
撮
影
す
る

映
画
の
よ
う
に
撮
る

押す 画面の上下に黒い帯の
ある映像になります。

メニュー画面が消えま
す。
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 ぶれを少なくして撮る(手ぶれ補正)
 風の強いときに撮る(風音低減)

ぶれを少なくして撮る
(手ぶれ補正)

手ぶれが起きやすい場面に使うと手ぶれが少な
くなります。

メニューで｢カメ
ラキノウ｣を選ぶ
(P32)

｢テブレホセイ｣を
｢入｣に設定する

風の強いときに撮る
(風音低減)

マイクに当たる風の音を低減します。

メニューで｢キロク
セッテイ｣ を選ぶ
(P32)

｢風音低減｣を｢入｣
に設定する

　�

�
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撮
る
　
見
る

3 お願い/ヒント

お願い/ヒント3
●ぶれが大きい場合、補正できないことが
あります。
●三脚使用時は、「テブレホセイ」を「切」
にすることをおすすめします。
●「テブレホセイ」を「入」にすると、デ
ジタル機能が使えなくなります。
●蛍光灯の下では、映像が明るくなった
り、暗くなったりします。また、色も変
化することがあります。
●「デジタルセッテイ」メニューの「デジ
タルキノウ」を「コウカンド」にしてい
るときは手ぶれ補正は働きません。

メニュー画面が消えま
す。

押す

風
の
強
い
と
き
に
撮
る

ぶ
れ
を
少
な
く
し
て
撮
る

押す

メニュー画面が消えま
す。

●風がマイクに当たる「ボツボツ」といっ
た音を電気的に低減するため、同じよう
な音域(低音部)の音質が少し悪くなりま
す。
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タイトル

タイトル 1 2

 自分を撮る(対面撮影)
 証明写真サイズで撮る(証明写真機能)

自分を撮る
(対面撮影)

液晶モニターを見ながら自分自身を撮るときに
使います。また相手にも撮影内容を見せながら
撮るときに使うと便利です。

液晶モニターを開き、手前(レンズ側)
に回転させる

証明写真サイズで撮る
(証明写真機能)

日本国内の免許証申請やパスポート申請用に
証明写真サイズの枠を付けて撮れます。当社製
のビデオプリンターでプリントし、枠にそって
切ってお使いください。

メニューで｢カメ
ラキノウ｣を選ぶ
(P32)

｢ショウメイ写真｣を
希望の設定にする

回転させると、液晶モニターの映像が上下反転
し、手前から見ても違和感なく映ります。

　�

1
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撮
る
　
見
る

3 4 お願い/ヒント

お願い/ヒント
●「ソノタセッテイ」メニューの｢タイメ
ンモード｣を｢ミラー」に設定すると、液
晶モニターに映る画像が左右反転して、
鏡を見ているような映像になります。
●「ミラー」に設定していると､警告表示
は「°」と表示されます。この場合は、
液晶モニターを元に戻して、警告表示内
容を確認してください。(P118)
●「ソノタセッテイ」メニューの｢タイメ
ンモード｣を｢ノーマル｣に設定すると、
記録される映像と同じものが液晶モニ
ターに映ります。モニターに映った文字
を読むことができます。

メニュー画面が消えま
す。

押す

証
明
写
真
サ
イ
ズ
で
撮
る

自
分
を
撮
る

ファインダーにも映像が映ります。

液晶モニターを開くと、ファインダーは消灯し
ますが、液晶モニターをレンズ側に回転させる
と、ファインダーにも映像が映ります。
ファインダーを見ながら撮影し、レンズ方向か
らも撮影内容を確認することができます。

●証明写真は枠内の顔の位置､背景など撮
影条件が決まっています。またプリント
する材質などは制約を受けることがあり
ますので､提出先などに確認してご使用
ください。

●プリンターなどによって､プリントされ
た枠が証明写真サイズと異なることがあ
ります。

●証明写真機能を使うときは、枠と日時表
示が重なるので、日時表示を消してお使
いください。(P47)

撮る、または
フォトショットする

枠付きの画像が撮れ
ます。

または
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1 2

1 2

1 2

タイトル

タイトル

タイトル

 その場で見る(再生)
 音量を調整する
 ヘッドホンを使う

その場で見る
(再生)

撮った映像をその場で再生することができま
す。

再生ランプを点灯
させる(P27)

押して、テープを
巻き戻す

音量を調整する

再生するときのスピーカー音量を調整します。
(ヘッドホン端子に接続している場合はヘッド
ホンの音量を調整します。)

再生ランプを点灯
させる(P27)

「オンリョウ」表示
が出るまで押す

ヘッドホンを使う

ヘッドホンで音声を聞くことができます。
●ヘッドホンを使うためには、再生モードでの
設定が必要です。

再生ランプを点灯
させる(P27)

メニューで｢ A V
入出力セッテイ｣
を選ぶ(P32)

再生モードになります。

再生モードになります。

再生モードになります。

撮影を始めた部分まで
巻き戻します。
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撮
る
　
見
る

お願い/ヒント

お願い/ヒント

お願い/ヒント

3 再生をやめるには

3 元に戻すには

3 4

●テープの始端まで巻き戻すと、自動的に
停止します。

●再生(1)ボタンを5 秒以上押し続ける
と、リピート再生(自動巻戻し再生)にな
り、「R !」が出ます。(解除するには、電
源を「切」にします)

●リピート再生中は可変速サーチ(P48)は
できません。

押して、再生する

回して、調整する もう一度押す

｢ A V タンシ｣を
「AV出力/ヘッド
ホン」にする

ヘッドホン端子に
ヘッドホンのプラ
グを差し込む

音
量
を
調
整
す
る
／
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
う

そ
の
場
で
見
る

押す

音量表示が消えます。

リモコンで音量調整するには：
1 音量ボタンの「T」を押すと音が大きく
なり、「W」を押すと小さくなります。

2 音量表示は調整が終わると、数秒後に
消えます。

● 再生ズーム使用時は音量調整できません。
(P74)

●「AV 入出力セッテイ」メニューの｢AV
タンシ｣を｢AV入出力｣に設定している
と、ノイズが聞こえます。ヘッドホンを
使うときは必ず「AV出力/ヘッドホン」
に設定してください。

リモコンを使う場合
再生、巻戻し、停止、音量調整、年月日
／時刻表示操作ができます。

年月日、時刻を表示させるには
年月日、時刻は、撮影す
ると自動的にデータと
して記録されます。表
示させる場合は、「ヒョ
ウ ジ セ ッ テ イ 」 メ
ニューの「日時ヒョウ
ジ」を設定します。
(P32)
または、リモコンの年
月日 / 時刻ボタンを押
します。押すごとに表
示が変わります。

�
�

「■」バーが増えるほど、
音量が大きくなります。
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タイトル

タイトル

早送り再生 巻戻し再生

1 2

 見たいところをさがす(早送り再生／巻戻し再生／可変速サーチ)

見たいところをさがす

■早送りしてさがす(早送り再生)
■巻き戻してさがす(巻戻し再生)

再生中に押し続ける 再生中に押し続ける

再生ランプを点灯
させる(P27)

押す■再生速度を変えてさがす
　(可変速サーチ)

速度を変えて、再生、逆再生します。

再生モードになります。 再生します。
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撮
る
　
見
る

3 4 お願い/ヒント

お願い/ヒント
ハイパーチェック機能について
●早送り中に、早送り(5)ボタンを押し
続けると、押している間早送り再生にな
ります。

●巻戻し中に、巻戻し(6)ボタンを押し
続けると、押している間巻戻し再生にな
ります。

●早送り再生や巻戻し再生などの操作の前
後に、画面が一瞬青くなったり、画像が
乱れることがあります。

再生中に早送り(5 ) ボタンまたは巻戻し
(6)ボタンをポンと押すと、ボタンから指を
離しても、早送り再生、巻戻し再生を続けます。

●再生に戻すには、再生(1)ボタンを押します。
●早送り再生、巻戻し再生をすると、動きのあ
る場面では、画面が左図のようにモザイク状
になります。

もう一度押す 回して、速度を変
える

サーチロック機能について

通常の再生に戻すには：
再生(1)ボタンをもう一度押す

●可変速サーチ中、音声は出ません。
●可変速サーチの種類は、早送り再生、巻戻し
再生とも1/5 倍速(SP モード時のみ)、
1/3倍速(LPモード時のみ)､1倍速、2倍速、
5倍速、10倍速、20倍速があります。

●1/3倍速、1/5倍速はスロー再生、逆
スロー再生となります。

●可変速サーチ中、画面がモザイク状にな
る場合があります。

リモコンを使う場合
再生、早送り（再生）、巻戻し（再生）操
作ができます。

* リモコンでは可変速サーチはできま
せん。

見
た
い
と
こ
ろ
を
さ
が
す

�
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 スローモーションで再生する(スロー再生)
 静止画の再生と1コマごとの再生をする
 (静止画再生/コマ送り再生/ジョグ再生)

スローモーションで再生する
(スロー再生)

SP モードで記録した場合、約1/5の速度で
再生します。
LP モードで記録した場合、約1/3の速度で
再生します。

再生ランプを点灯
させる(P27)

再生する

再生する 押す静止画の再生と1コマごと
の再生をする
(静止画再生/コマ送り再生/ジョグ再生)

静止画状態の再生ができます。また、静止画を
1 コマごとに再生することができます。

準備
再生ランプを点灯させておく
(上段の手順1を参照)

再生モードになります。

静止画再生になります。

;

この機能を使うには、
リモコンが必要です。
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撮
る
　
見
る

お願い/ヒント

お願い/ヒント3 4
●逆スロー再生時にタイムコード表示が
一定にならない場合があります。

押す

押す、または回す 元に戻すには：
再生(1)ボタンをもう一度押す

●静止画再生中にスロー/コマ送りボタン
(E、D)を押し続けると、連続コマ送り
再生になります。

押す

Eを押すごとに1コマ戻り、Dを押すごとに、
1コマ進みます。(コマ送り再生)
ジョグダイヤルを回して、1 コマずつ進めた
り、戻すことができます。(ジョグ再生)

Eを押すと逆スロー再
生に、D を押すとス
ロー再生になります。

通常の再生に戻ります。
静
止
画
の
再
生
と
１
コ
マ
ご
と
の
再
生
を
す
る

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
再
生
す
る

?!

または

;!

3



52

タイトル

 テレビで見る

テレビで見る

付属の映像/音声コード(ミニジャック対応)を
接続するだけで、テレビで再生映像を見ること
ができます。

テレビにS映像端子がある場合、S映像コード
も接続してください。より鮮明な画像で見るこ
とができます。(上図参照)

付属の映像/音声コード
(ミニジャック対応)を
本体に直接接続する
(右図)

S映像コードを使う場合､接続する端子の種
類によって再生映像が右図のようになりま
す。接続するテレビの設定によって変わり
ますので､詳しくはテレビの説明書をお読み
ください。

　付属の映像/音声コードを使って見る

　接続するテレビと画像との関係

S映像コード使用時
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撮
る
　
見
る

お願い/ヒント
音声をステレオで聞くには
「再生キノウ」メニューの「音声キリカエ」
の設定によって、再生する音声を切り換え
ることができます。
ステレオ： ステレオ音声(主音声と副音声)

(通常はステレオにしておく)
Ｌ ： 左チャンネルの音声(主音声)
Ｒ ： 右チャンネルの音声(副音声)
「12bit」で撮影、アフレコ(P94)した場
合、「12bit音声」を「ミックス」にする
と、「音声キリカエ」の設定に関係なく、再
生する音声はステレオになります。

●「シネマ」の映像をワイドテレビで再生
するときに、機能表示などを表示させた
り、映像効果の「ネガポジ」、「セピア」
を入れていると、テレビが誤動作する
(表示サイズが変わる)ことがあります。

●電源を｢切｣にしてから、接続してくだ
さい。

●ACアダプターを使うと、バッテリーの
消耗を気にせず使えます。(P22)

●「AV入出力セッテイ」メニューの｢AV
タンシ｣を｢AV入出力｣に設定している
と、テープ再生時以外、テレビ画面には
何も映りません。

テ
レ
ビ
で
見
る

テレビ画面に機能
表示などを表示さ
せる場合は：
表示出力ボタンを
押す

液晶モニターまた
はファインダーに
表示されている情
報(カウンターや
モード表示など)
がテレビ画面に表
示されます。

�
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タイトル

タイトル

1 正方向にカメラサーチ

1 2

 撮影の一時停止中に撮った場面を見る(カメラサーチ)
 撮った最後の部分をさがす(ブランクサーチ)

撮影の一時停止中に撮った
場面を見る
(カメラサーチ)

撮影の一時停止中に、今まで撮影した場面を見る
(さがす)ことができます。
任意の場面をさがし出し、そこから続けて撮影
(つなぎ撮り)するときに便利です。

撮影ランプを点灯
させる(P27)

撮影の一時停止中に
1秒以上押し続ける

撮った最後の部分をさがす
(ブランクサーチ)

撮影した場面の最後の部分(テープの未使用部
分)を見つけるときは、ブランクサーチ機能を
使うと便利です。

再生ランプを点灯
させる(P27)

メニューで｢再生
キノウ｣ を選ぶ
(P32)

再生モードになります。
�

!

撮影モードになります。
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多
彩
な
機
能

3 お願い/ヒント

お願い/ヒント逆方向にカメラサーチ 元に戻すには
●カメラサーチ中の画面はモザイク状にな
る場合がありますが、これは、デジタル
ビデオ特有の現象です。故障ではありま
せん。

●記録モード(SP/LP)の設定が、テープ
に記録されている設定と異なっている
と、画像が乱れることがあります。

撮
影
の
一
時
停
止
中
に
撮
っ
た
場
面
を
見
る
／
撮
っ
た
最
後
の
部
分
を
さ
が
す

途中でやめるには：
停止(∫)ボタンを押す

●テープに未記録部分がなかった場合は、
テープ終端で止まります。

●ブランク部分を見つけたあと、撮影モー
ドにして撮影を始めると、最後の部分か
らつなぎ撮りが始められます。

リモコンを使う場合
カメラサーチの
操作ができます。

早送りボタン/
巻戻しボタンは
サーチボタンと
同じ働きです。

撮影の一時停止中に
1秒以上押し続ける

ボタンから指を離す

撮影の一時停止に戻り
ます。

｢ブランクサーチ｣を
｢する｣に設定する

最後のシーンの約1秒手
前で静止画になります。

"

�
�



56

タイトル

タイトル

正方向の頭出し 逆方向の頭出し

正方向の頭出し 逆方向の頭出し

 撮った作品の頭出しをする(頭出し)

撮った作品の頭出しをする
(頭出し)

■フォトショット画像の頭出し
(フォトサーチ)

準備
「再生キノウ」メニューの｢アタマダシ｣で設定
を｢フォト｣にしておく
(初期設定は｢フォト｣です)(P32)

1回押す 1回押す

■場面の頭出し
(シーンサーチ)

準備
「再生キノウ」メニューの「アタマダシ」で設
定を「シーン」にしておく(P32)

押す 押す

この機能を使うには、
リモコンが必要です。
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お願い/ヒント

お願い/ヒント

頭出しについて
本機では、頭出しをするための目印(INDEX：
インデックス)となる信号を自動的に記録します。
(シーン(場面)インデックス
信号記録中は、「INDEX」
の表示が数秒間点滅します)

1フォトインデックス
フォトインデックス信号が入った画
像の頭出し、自動プリントに使い　　　　
ます。
テープフォトショット時、メモリー
画像伝送時に自動的に記録します。

前後１画像ごとの頭出しになります。
頭出しすると、約4秒間再生後、その画像を静
止画再生します。(5 分以上静止画再生が続く
と、ヘッドの摩耗を防ぐために停止状態になり
ます)

●テープ始端での頭出しはできないことが
あります。

●2 秒以上頭出しボタンを押し続けると、
イントロサーチ機能が働き、フォトイン
デックス信号の入った画像を次々と頭出
しし、数秒間ずつ再生します。　　　　
(解除するには、再生(1)ボタンか停止
(∫)ボタンを押します)

●連写フォトショットで撮影した画像は頭
出しできません。

１回ボタンを押すと「S 1」が表示され、次の
場面の頭出しを始めます。頭出し動作開始後に
ボタンを押すと、押すごとに「S 2」「S 3」が
表示され、2場面目以降の頭出しをすることが
できます。
頭出しをすると、その部分から再生を始めま
す。(頭出しの指定ができるのは、前後9 場面
目までです)

撮
っ
た
作
品
の
頭
出
し
を
す
る

●インデックスとインデックスの間隔が
1分以内の場合は、頭出しがうまく働か
ないことがあります。

●テープ始端での頭出しはできないことが
あります。

●2秒以上頭出しボタンを押し続けると、
イントロサーチ機能が働き、場面を次々
と頭出しして、数秒間ずつ再生します。
(解除するには、再生(1)ボタンか停止
(∫)ボタンを押します)

2シーン(場面)インデックス
場面の頭出しに使います。
次の場合、自動的に記録します。
●カセットを入れた後の最初の撮影時
●｢キロクセッテイ｣メニューの「シー
　ンインデックス」の設定に従って
　(P32)
日付　　：撮影終了後、日付が変わっ

たあとの最初の撮影時
2 ジカン：撮影終了後、2時間経過し

たあとの最初の撮影時
●操作モードを切り換えたときや日付を
設定したときは、そのあとの最初のイ
ンデックス信号は記録されません。

)

)
S 3

INDEX
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 逆光で撮る(逆光補正)
 手動でピントを合わせて撮る(マニュアルフォーカス)

逆光で撮る
(逆光補正)

逆光で人物などが暗くなるのを防ぐときに使い
ます。(逆光とは、人物など被写体の後ろ側から
光が当たることです)

押し続ける 撮る

「マニュアル」にす
る

押す

逆光が補正されます。

手動でピントを合わせて
撮る
(マニュアルフォーカス)

自動でピントが合いにくいとき(P128 )、
ピント(フォーカス)を手動で調整できます。

マ ニ ュ ア ル

MNL ：MANUALの略です。

MF ：
マ ニ ュ ア ル フ ォ ー カ ス

Manual Focusの略です。

または



59

多
彩
な
機
能

3 元に戻すには お願い/ヒント

お願い/ヒント元に戻すには
●逆光補正ボタンを押すと、画面全体が明
るい映像になります。

指を離す

回して、ピントを
合わす

逆
光
で
撮
る
／
手
動
で
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
撮
る

「フルオート」に
する

またはフォーカス
ボ タ ン 押 し て
｢1MF｣を消す

ピント合わせのコツ

●広角でピントを合わせると､拡大したとき
にピントが合っていないことがあります。

●白バランス､シャッター速度､絞り/ゲイ
ン(P62)を設定後､マニュアルフォーカ
スを合わせるときは、再度フォーカスボ
タンを押します。

広角にしてもピ
ントはピッタリ

大きくして合
わせていると
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タイトル 1 2

 自然な色合いで撮る(白バランス)

自然な色合いで撮る
(白バランス)

オートホワイト(白)バランスにより、自動で自
然な色合いに撮ることができます。しかし場面
の状態や光源によっては、自動では自然な色合
いに撮れないことがあります。
このような場合に白バランスを設定します。
(P129)

●レンズキャップをしたまま電源を入れると
オートホワイトバランスがうまく合わないこ
とがあります。必ずレンズキャップを外して
から電源を入れてください。

「マニュアル」に
する

1回押す

画面いっぱいに白い被写体を映しなが
ら、1マークが点滅から点灯に変わ
るまで押し続ける

オ ー ト ホ ワ イ ト バ ラ ン ス

AWB ：Auto White Balanceの略です。

4(セットモードを選択した場合のみ)
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お願い/ヒント
回して、選択する

自
然
な
色
合
い
で
撮
る

元に戻すには
「フルオート」にする、またはマルチ
プッシュダイヤルを回して、「AWB」
表示にする

「1」表示が点滅するときは：
以下の場合に「1」表示が点滅します。

≥セットモードを選択したとき
以前にセットモードで設定した内容が
保持されていることを示しています。
セットモードで設定すると、再度設定
するまでその内容を記憶しています。

≥セットモードで設定できないとき
暗いところなどでは、セットモードで
の設定がうまくできないことがありま
す。この場合、オートモードで撮って
ください。

≥セットモードで設定中のとき
セットモードでの設定中は｢1｣表示
が点滅します。設定が完了したら、
「1 」表示が点灯に変わります。
(手順4)

●以下の場合は白バランスモードを変える
ことはできません。
・ズームが12倍より大きいとき
・デジタル機能の「コウカンド」使用時
・デジタル効果の｢セピア｣､｢モノトー
　ン｣使用時

●白バランスと絞り/ゲイン(P62)の両方を
設定するときは、白バランスを設定した
あとに絞り/ゲインを設定してください。

●撮影条件が変わった場合は、正確に合わ
せるためにその都度設定し直してくだ
さい。

AWB： 自動
{： 屋内( 白熱電球)

モード
z： 屋外モード
|： 蛍光灯モード
1(点滅)： セットモード
(手動で白バランスを設定)

セットモードを選択し、手動で白バランスを設
定するときは、手順4を行ってください。

撮影条件と選ぶ白バランスモード

または

�
�

�

3
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 動きの速いものを撮る(電子シャッター)
 明るさを調整して撮る(絞り/ゲイン)

動きの速いものを撮る
(電子シャッター)

テニスやゴルフのスイングなどを撮るのに効果
的です。

「マニュアル」に
する

シャッター速度表
示が出るまで、繰
り返し押す

明るさを調整して撮る
(絞り/ゲイン)

場面が明るすぎるときや暗すぎるときに調整で
きます。
●シャッター速度と絞り値の両方を設定する場
合、まずシャッター速度を設定してから、絞
り値を設定してください。

シャッター速度がマ
ニュアルになります。

「マニュアル」に
する

絞り値が出るま
で、繰り返し押す

絞り値がマニュアルに
なります。

�
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お願い/ヒント

3 元に戻すには

3 元に戻すには
電子シャッターについて
●明るく光っているものや、反射の強いも
のは、縦方向に光の帯が出ているように
撮れることがあります。

●通常の再生では、画面の変わりかたがな
めらかに見えないことがあります。

●蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの
照明は避けてください。色合いや画面
の明るさが変わることがあります。

●選択できるシャッター速度は1/60～
1/8000の14段階です。

●デジタル機能の「コウカンド」使用時
(P68)、AE 設定使用時(P64)はシャッ
ター速度は設定できません。設定してい
たときは解除されます。

●撮影する場面に応じたシャッター速度を
選んでください。(P120)

絞り/ゲインについて
●ゲインを上げると、画面にノイズが増え
ます。

●ズーム倍率によっては、F2.0、F2.4 の
表示が出ないことがあります。

●AE 設定時(P64)は使用できません。

絞り値(F 値)/ゲイン値と明るさの関係

回して､絞り/ゲイ
ンを設定する

「フルオート」に
する

またはマルチプッ
シュダイヤルを押す

動
き
の
速
い
も
の
を
撮
る
／
明
る
さ
を
調
整
し
て
撮
る

回して､シャッター
速度を設定する

「フルオート」に
する

�
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タイトル 2

元に戻すには

 いろいろな場面で撮る(AE 設定)

いろいろな場面で撮る
(AE 設定)

1 スポーツ
スポーツシーンなど、動きの速い場面を撮
るとき。

2ポートレート
背景をぼかして、手前の人物を引き立たせ
て撮るとき。

3ローライト
暗い場面を明るく撮るとき。

4スポットライト
結婚式など、スポットライトが当たる人物
をきれいに撮るとき。

5サーフ＆スノー
スキー場や海水浴場など、まぶしい場面で
人物などを撮るとき。

メニューで｢カメ
ラキノウ｣を選ぶ
(P32)

｢AE セッテイ｣を
「切」に設定する

または「フルオー
ト」にする

　�

1 スポーツ

4スポットライト

1
「マニュアル」に
する
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お願い/ヒント

3 4

●スポーツモード、ポートレートモードと
デジタル機能の「コウカンド」(P68)は
同時に使用できません。

●AE 設定時は電子シャッター(P62)、絞
り/ゲイン(P62)は使用できません。

スポーツモード
●撮ったあと、スロー再生や静止画再生した
ときに、ぶれの少ない映像になります。

●通常の再生では、画面の変わりかたがな
めらかには見えません。

●蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照
明は避けてください。色合いや画面の明
るさが変わることがあります。

●明るく光っているものや、反射の強いも
のは、縦方向に光の帯が出ているように
撮れることがあります。

●明るさが足りない場合は5 が点滅し
ます。

●屋内で使うと、画面がちらつくことがあ
ります。

ポートレートモード
●屋内で使うと、画面がちらつくことがあ
ります。

ローライトモード
●極端に暗い場面では、きれいに撮れない
ことがあります。

スポットライトモード
●撮りたいものが極端に明るい場合、映像
が白っぽくなることがあります。また、
周囲が極端に暗くなることもあります。

サーフ＆スノーモード
●撮りたいものが極端に明るい場合、映像
が白っぽくなることがあります。

｢AE セッテイ｣を
希望の設定にする

押す

メニュー画面が消え
ます。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
撮
る

5サーフ＆スノー

2ポートレート 3ローライト
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 映像と音声を徐々にあらわして撮る(フェードイン)
 映像と音声を徐々に消して撮る(フェードアウト)

映像と音声を徐々にあらわ
して撮る
(フェードイン)

白い映像から少しずつ映像と音声があらわ
れてくるように撮れます。

撮影の一時停止中
に押し続ける

映像が消えてから、
撮る

映像と音声を徐々に消して
撮る
(フェードアウト)

映像と音声が少しずつ消えて、白い映像になっ
ていくように撮れます。

撮る 撮影中、押し続ける

映像が少しずつ消えて
いきます。

映像が少しずつ消えて
いきます。
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お願い/ヒント

3 4

3
●フォトショット(P36)、静止画中(P36)
は、映像のフェードはしません。

撮影の一時停止となり
ます。

映像が消えてから、
押す

映
像
と
音
声
を
徐
々
に
あ
ら
わ
し
て
撮
る
／
映
像
と
音
声
を
徐
々
に
消
し
て
撮
る

撮影を始めて約3
秒後をめやすに、
指を離す

映像が少しずつあらわ
れてきます。

指を離す
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 特殊効果を使って撮る(デジタル機能／デジタル効果)

特殊効果を使って撮る
■デジタル機能
7種類の特殊効果があります。(右図参照)

●｢コウカンド｣にするとフォーカスはマニュア
ルになります。

●｢コウカンド｣はAE 設定のスポーツモード､
ポートレートモード(P64)と同時に使用でき
ません。

●「テブレホセイ」や「デジタルズーム」を設
定しているときは使用できません。

メニューで｢デジ
タルセッテイ｣を
選ぶ(P32)

■デジタル効果
4種類の特殊効果があります。(右図参照)

●デジタル機能とデジタル効果は同時に設定す
ることができます。例えば、セピア効果でワ
イプ機能を使うことができます。

メニューで｢デジ
タルセッテイ｣を
選ぶ(P32)

｢デジタルコウカ｣
を希望の機能に
設定する

｢デジタルキノウ｣
を希望の機能に
設定する

�

　　　　　　　　　�

�
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お願い/ヒント

3

3

メニュー画面が消え
ます。

押す

押す

●効果を解除するには
手順2で「切」を選
びます。
●セピア、モノトーン
を選ぶと、白バラン
スは設定できません。
(P60)

メニュー画面が消え
ます。

●機能を解除するには
手順2 で「切」を選
びます。
●ワイプ､ミックスは次
のページの操作で
効果があらわれます。

デジタル機能

デジタル効果

ワイプ
場面がカーテンを引くよ
うに変わります。

ミックス
場面が重なりながら変わ
ります。

ストロボ
コマ送りのような映像に
なります。

コウカンド
高感度になり、暗い場面
を明るくします。

キセキ
映像の軌跡が残ります。

モザイク
映像にモザイクがかかり
ます。

ミラー
画面中央に鏡を置いたよ
うな効果になります。

ネガポジ
ネガフィルムのような映
像になります。

セピア
セピアカラーの映像にな
ります。

モノトーン
白黒映像になります。

アート
絵画のような映像になり
ます。

特
殊
効
果
を
使
っ
て
撮
る
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タイトル

タイトル

1 2

1 2

 特殊効果を使って撮る(つづき)～ワイプ／ミックス

特殊効果を使って撮る
(つづき)

■ワイプ
場面がカーテンを引くように変わります。

「デジタルセッテ
イ」メニューの「デ
ジタルキノウ」を
「ワイプ」に設定す
る(P68)

撮る

■ミックス
場面が重なりながら変わります。

「デジタルセッテ
イ」メニューの「デ
ジタルキノウ」を
「ミックス」に設定
する(P68)

撮る

通常の撮影をします。

通常の撮影をします。
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お願い/ヒント

3 4

3 4
●手順3のあとに以下の操作をすると、メ
モリー画像が消えて、ワイプ、ミックス
はできなくなります。

・デジタル機能、デジタル効果を別の項目
に設定し直す

・カメラサーチする
・静止画ボタンを押す
●テープフォトショット撮影すると、フォ
トショット画像がメモリーされます。
●最後の場面が内部にメモリーされると、
「ワイプ」や「ミックス」の文字表示が
が白黒反転し、画像がメモリーされてい
ることを知らせます。

最後の場面が内部にメ
モリーされ、「ミック
ス」の文字が白黒反転
します。

撮影を一時停止
する

特
殊
効
果
を
使
っ
て
撮
る

撮影を一時停止
する

最後の場面が内部にメ
モリーされ、「ワイプ」
の文字が白黒反転し
ます。

撮る

撮る

最後の場面から新しい
場面へワイプします。

ワイプの例

最後の場面から新しい
場面へミックスしなが
ら変わります。

メモリー画像なしワイプ

ワイプ
メモリー画像あり
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タイトル 1 2

ワイプ・ミックス 1

 映像効果を入れて再生する

映像効果を入れて再生する

撮影した映像に映像効果を入れて再生します。
(再生映像効果)
映像効果は次の10種類です。

ワイプ： 場面がカーテンを引くように変わ
ります。

ミックス：場面が重なりながら変わります。
ストロボ：コマ送りのような映像になります。
ネガポジ：ネガフィルムのような映像になり

ます。
セピア： セピアカラーの映像になります。
モノトーン：白黒映像になります。
キセキ： 映像の軌跡が残ります。
アート： 絵画のような映像になります。
モザイク：映像にモザイクをかけます。
ミラー： 画面の中央に鏡を置いたような効

果になります。

再生する 押して、希望の効
果を選ぶ

「ワイプ」、「ミック
ス」に設定した
場合、リモコンで
次の操作をすると
実際の効果があら
われます。

再生する

押すごとに効果が変わ
ります。
効果を解除するには画
面の映像効果表示を無
表示にします。
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2 3

効果の一時解除

●再生時の映像効果のワイプ・ミックス、
映像効果の切/入設定はリモコンでのみ
操作できます。

●映像効果を入れた映像は D V 端子
(P100)、デジタル静止画端子(P107)
から出力されません。

●無記録部分(ブルーバック画面)からのワ
イプ、ミックスはできません。

●ワイプ(ミックス)効果中にリモコンの「切/
入」ボタンを押すと、効果を途中で止められ
ます。再度押すと効果が続きます。

●ネガポジ、セピア、モノトーン、アート
以外の設定と再生ズーム(P74)は同時に
使えません。

押す

メモリーしたいと
ころで押す

映
像
効
果
を
入
れ
て
再
生
す
る

メモリー画像につ
なげる場面で押す

画面の「ワイプ」、
「ミックス」の文字が
白黒反転します。

ワイプまたはミックス
効果で場面が変わりま
す。

映像効果の選択はメニューでも設定できます(P32)

1メニューで「デジタル
セッテイ」を選ぶ

2「コウカセンタク」を希
望の設定にする

3押して、メニュー表示
を消す

画面の映像効果表示が
点滅します。
ただし、ワイプ、ミッ
クス設定時は点滅しま
せん。

「エイゾウコウカ」が「切」に
なっていると実際の効果は
あらわれません。

デジタル機能
ワイプ ミックス ストロボ

ネガポジ セピア モノトーン

キセキ アート モザイク

ミラー

�
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 再生画面を大きく表示する(再生ズーム)

再生画面を大きく表示する
(再生ズーム)

テープの再生中に再生画面を拡大して表示する
ことができます。(最大10倍まで)

再生する 押す

画面の中央が約2倍に
拡大されます。

元に戻すには：
再度押す
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●再生ズーム時は、音量を変えることはで
きません。

●操作モードを切り換えたり、電源を切る
と、再生ズームモードは解除されます。

●再生ズームを使っても、DV端子(P100)、
デジタル静止画端子(P107)から出力され
るのはもとのテープ内容です。

●再生映像効果のミラーモードと再生ズー
ムは同時に使えません。

●再生ズームは、拡大するほど画質が悪く
なります。

倍率を変えることができます。

リモコンのズームボタンで倍率を変えることが
できます。最大10倍まで拡大できます。 再

生
画
面
を
大
き
く
表
示
す
る

拡大している位置を変えることができます。

リモコンの方向ボタンを押します。
押した方向に位置が変わります。

●テープが停止すると、拡大位置は中央に戻り
ます。

拡大位置を変える

倍率を変える
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タイトル

1 2

1 2

 カードを入れる

カードを入れる

マルチメディアカードに画像を記録するため、
本機にカードを入れておきます。(カードは本機
に付属されていません)

電源を｢切｣の状態
で、開く

カードの切り欠き
をレンズ側に､ラ
ベルを上にして､
まっすぐ最後まで
押し込む

電源を｢切｣にして
から、開く

カードの側面の中
央を押す

■カードを取り出す

カードを出し入れするときは
必ず電源を｢切｣の状態で、カードを出し入
れしてください。
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3

3
動作中ランプについて
カードにアクセス(認識/記録/再生/消去/
画像伝送など)中は､動作中ランプが点灯
します。

●動作中ランプが点灯しているときは、
カード扉を開けてカードを抜いたり、電
源を切らないでください。カードやカー
ドの内容が破壊されたり、本体が正常に
動作しなくなることがあります。

●カード裏の接続端子部分に触れないでく
ださい。

●カードが正しく入っているか確認し、
カード扉を閉じてください。

●カード扉が開いていると、カードにアク
セスしません。

閉める

カ
ー
ド
を
入
れ
る

まっすぐ引き抜く

マルチメディアカード（別売）に
ついて

カードを取り出した
あとはカード扉を閉め
ておきます。

マルチメディアカードは小型、軽量で、着
脱可能な外部メモリーです。ビデオカメ
ラで使うだけでなく、別売のPC カード
アダプター/VW-MAP1を使えば、パソ
コンに画像を取り込むこともできます。

マルチメディアカードには、以下の2タ
イプがあります。
・VW-MMT8 (8MB)
・VW-MMT16 (16MB)
それぞれに楽しいタイトルが多数収録さ
れています。
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5

6

 静止画をカードに記録する(カードフォトショット)

静止画をカードに記録する
(カードフォトショット)

レンズを通した映像、撮影済みのテープの映像
や外部機器からの入力映像(P96)をマルチメ
ディアカードに静止画として記録できます。
●音声は記録できません。
●シャッターコウカは働きません。

大切な画像はテープやパソコン(P84 ､108)な
どにも保存してください。電気ノイズや静電
気、本機やカードの故障などにより、カードの
データが壊れたり、消失することがあります。

撮影モードにする
(撮影映像の記録)

メニューで｢メモ
リキロク｣を選ぶ
(P32)

「カード」にする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

再生モードにする
(テープ映像の記録)
(入力映像の記録)

�

撮影モードの例

N 残11枚ø �

(撮影映像の記録)
記録したい場面で押す



79

多
彩
な
機
能

お願い/ヒント

3 4

メモリー画質について
メモリー画像の画質は｢ファイン｣、｢ノーマ
ル｣、｢エコノミー｣の3 種類から選びます。
(手順3 )
別売のマルチメディアカード/VW-MMT16
使用時の記録できる枚数は以下のとおりです。
ファイン：最大約100枚記録できます。
ノーマル：最大約200枚記録できます。
エコノミー：最大約400枚記録できます。

●｢ファイン｣に設定すると高画質な画像と
なり、「エコノミー」に設定すると多く
の画像を記録できます。

●記録可能枚数はおおよそのめやすです。
細かいものや複雑な画像を記録すると、
カードの消費メモリーが多くなるため、
記録可能枚数は少なくなります。

●カード画像の画質を「エコノミー」に設
定すると、シーンによってモザイク状に
なることがあります。

画面の表示について
ø： フォトショット画像をカード

に記録できることを表します。
記録中は赤色になります。

残00 枚： カードにあと何枚記録できる
かを表します。(枚数はめやす
です。1 枚記録したときに､残
り枚数が2 枚減ることや1枚
も減らないことがあります)

N (F 、E)：設定したメモリー画質を示し
ます。N はノーマル、F はファ
イン、E はエコノミーを表しま
す。

●撮影中にカードフォトショットすると
撮影は一時停止になります。

●テープ映像を静止画再生しないでフォト
ショットするとぶれのある画像を記録す
ることがあります。

｢メモリガシツ｣を
希望の設定にする

押す

メニュー画面が消えま
す。

静
止
画
を
カ
ー
ド
に
記
録
す
る

リモコンを使う場合
カードフォトショッ
ト操作ができます。

�
�

6
(入力映像の記録)
外部機器を再生し、記
録したい場面で押す。

(テープ映像の記録)
記録したい場面で静止
画再生にして押す

約2秒間静止画になり
ます。
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タイトル 1 2

1 次の画像を再生する

 カードのメモリー画像を再生する(カード再生)

カードのメモリー画像を
再生する
(カード再生)

マルチメディアカードに記録している画像を本
機で再生します。

■画像を再生する

カード再生ランプ
を点灯させる
(P27)

押す

カード再生ランプ
を点灯させる
(P27)

押す■マルチ画面表示から画像を選ん
で再生する

●カード再生モードに
なります。

●最後に記録した画像
が再生されます。

●押すごとに次の画像
が再生されます。
●最後に記録した画像
の次は最初の画像に
なります。

●カード再生モードに
なります。

●最後に記録した画像
が再生されます。

メモリー画像がマルチ
画面表示されます。
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3 4

前の画像を再生する スライド再生する

●カードにメモリー画像が記録されていな
い場合は白い画面になり、日付、時間が
「－－」表示になります。
●タイトルを入れて再生できます。(P86)
●形式の異なる画像や壊れた画像を再生し
たときは､画面中央に｢×｣が表示され､
｢再生できません｣というメッセージが出
る場合があります。
●マルチ画面での画像選択はリモコンでは
できません。マルチプッシュダイヤルを
お使いください。
●記録時と再生時のメモリー画質表示は
一致しないことがあります。(P134)
●メモリー画像をマルチ画面表示する場
合、画像が10枚以上記録されていると
一度に表示できません。マルチプッシュ
ダイヤルを回して、次のマルチ画面を表
示させてください。

●マルチ画面表示時に早送り(5)ボタン
または巻戻し(6)ボタンを押すと前後
9画面ごとの送り、戻しができます。

押す 押す

メモリー画像が約5 秒
ずつ連続再生します。
●最初の再生画像に
戻って停止します。
●途中で一時停止する
ときは静止画(;)ボ
タンを、やめるとき
は停止(∫)ボタンを
押します。

カ
ー
ド
の
メ
モ
リ
ー
画
像
を
再
生
す
る

回して、希望の画
像を選ぶ

押す

リモコンを使う場合
再生画像の送り、戻
し、スライド再生、
(一時)停止ができ
ます。

選んだ画像が赤枠で
表示されます。

押すごとに前の画像が
再生されます。

選んだ画像が表示され
ます。

または

�

�
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タイトル 1 2

1 2

 カードのメモリー画像を再生する(カード再生)(つづき)
 カードのメモリー画像をテープに記録する

カードのメモリー画像を
再生する
(カード再生)(つづき)

■画像のデータ番号を指定して
再生する(ナンバー指定)

カード再生ランプ
を点灯させる
(P27)

メニューで｢カー
ドヘンシュウ｣を
選ぶ(P32)

カード再生ランプ
を点灯させる
(P27)

「テープ」にするカードのメモリー画像を
テープに記録する
大切な画像はテープに保存しておきましょう。

■任意のメモリー画像を記録する

●カード再生モードに
なります。

●最後に記録した画像
が再生されます。

●カード再生モードに
なります。

●最後に記録した画像
が再生されます。
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3 4 お願い/ヒント

●テープに記録する場合、記録するテープ
位置を頭出ししておいてください。手順
４でフォトショットボタンを押した地点
のテープ位置にメモリー画像が記録され
ます。

●カードのメモリー画像をテープに記録し
た場合、自動的にインデックス信号が記
録されますので、頭出し(P56)や自動プ
リント(P102)ができます。

回して、希望の
データ番号を選び、
押す

指定した番号の画像が
再生されます。

カ
ー
ド
の
メ
モ
リ
ー
画
像
を
再
生
す
る
／
カ
ー
ド
の
メ
モ
リ
ー
画
像
を
テ
ー
プ
に
記
録
す
る

テープに記録した
い画像を表示させ
る(P80)

押す

画像が約7秒間テープ
に記録されます。

｢ナンバー指定｣を
「する」にする

4

43

ショートカットメニュー(ナンバー指定)
手早く、メニューを出すことができます。
1 マルチプッシュダイヤルを押す
2 回して「ナンバー指定」を選び、押す
(ここで、やめるときは「戻る」を選ぶ)

3 回して再生したい画像のデータ番号を
選び、押す
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タイトル 1 2

1 2

 テープとカードの間で画像を伝送する(画像伝送)

テープとカードの間で画像
を伝送する
(画像伝送)

■フォトインデックス信号の入った
画像をカードに自動で記録する

記録する前に
●｢メモリキロク｣メニューの「メモリガシツ」
を希望の設定にしておく。

再生ランプを点灯
させる(P27)

画像伝送を開始す
る部分の手前を静
止画再生しておく

カード再生ランプ
を点灯させる
(P27)

画像伝送を開始す
る画像を再生して
おく(P80)

■メモリー画像をテープに自動で
記録する

●音声は記録できません。

記録する前に
●ブランクサーチ機能(P54)などを使って、
メモリー画像を記録するテープ位置をさがし
ておく。

再生モードになります。

カード再生モードにな
ります。
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3 4

3 4

4

4

画像伝送が始まると
(テープ→カード記録)
そのときのテープ位置からサーチを開始
し、フォトインデックス信号の入った画像
が順番にカードに記録されます。
(カード→テープ記録)
そのとき再生されているメモリ－画像から
最後の画像まで順番にテープに記録されま
す。(画像1枚あたり約7秒間の静止画とな
ります)

画像伝送を途中でやめるには
停止(∫)ボタンを押す

●カードのメモリー画像をテープに記録し
た場合、自動的にインデックス信号が記
録されますので、頭出し(P56)や自動プ
リント(P102)ができます。

●画像伝送でメモリー画像を記録した場
合、記録した画像と画像の間に約1 秒
間のスクロール映像が記録されます。

●画像伝送したテープを再生すると、スク
ロール映像のところで、日時表示が一瞬
消えます。

●テープ→カード記録中は「テープ再生画
をカードに記録中です」という表示と、
カード記録の残り枚数が表示されます。

●テープ→カード記録中にカード記録の残
り枚数が0枚になると「メモリ記録はで
きません」と表示され、テープは静止画
再生になります。

●カード→テープ記録中は「メモリ画をテー
プに記録中です」という表示が出ます。

｢ガゾウデンソウ
｣を「する」

にする

画像伝送が始まります。

テ
ー
プ
と
カ
ー
ド
の
間
で
画
像
を
伝
送
す
る

メニューで｢カー
ドヘンシュウ｣を
選ぶ(P32)

ガゾウデンソウ
｣を「する」

にする

メニューで｢再生
キノウ｣ を選ぶ
(P32)

4

43

�

画像伝送が始まります。
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タイトル

表示を消すには

1 2

 タイトルを入れる(タイトルイン)

タイトルを入れる
(タイトルイン)

別売のマルチメディアカードにはイラストタイト
ルなどが入っています。(プリセットタイトル)
この中からタイトルを選んで、表示させることが
できます。

押す 押す

押す

タイトルが表示されま
す。

タイトル一覧が表示さ
れます。

別売のVW-MMT16(16MB)に入っているプ
リセットタイトルの一例

タイトルは撮影、再生、
カード再生のいずれの
モードでも入れること
ができます。
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タイトルインの例

●再生モードでタイトルを表示している場
合、タイトルはDV端子(P100)、デジ
タル静止画端子(P107)から出力されま
せん。

●タイトルインボタンを押すと(手順1)、
最後に作ったオリジナルタイトル(P88)
が表示されます。オリジナルタイトルを
作っていない場合はプリセットタイトル
が表示されます。

●オリジナルタイトルを記録している場合
はプリセットタイトルの最後に入りま
す。

押す

選んだタイトルが表示
されます。

タ
イ
ト
ル
を
入
れ
る選んだところが赤枠で

表示されます。

回して、希望のタ
イトルを選ぶ

43

または

画像に‥‥ タイトルをあわ
せて

できあがり！

リモコンを使う場合
タイトルイン操作
ができます。

�
�
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タイトル

5 色選択

1 2

 タイトルを作る(タイトル作成)

タイトルを作る
(タイトル作成)

タイトルを作り、カードに記録します。記録し
たオリジナルタイトルは撮影時､再生(カード再
生)時に表示させることができます。(P86)

メニューで｢メモ
リキロク｣を選ぶ
(P32)

回して、「色センタ
ク」、「抜き具合」を
選び、押す

回して､色を選ん
で、押す
(右記参照)

撮影モードの例

撮影モード：
撮影モードにする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

再生モード：
再生モードにし
て、タイトルにす
る画像を静止画再
生する

白い紙に黒い字で書く
と、タイトルがきれい
に記録できます。

原色のタイトル単色のタイトル

＊ 文字をタイトル
インした例

＊ イラストをタイ
トルインした例

�
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抜き具合調整 6

3 44

色選択について

マルチプッシュダイヤルを回すと、以下の
ように色が変わります。

A 元の画像の暗い部分(黒っぽい部分)が
抜けたタイトルになります。

B 元の画像の明るい部分(白っぽい部分)
が抜けたタイトルになります。

●抜き具合を調整してもタイトルにしたい
画像の明暗差が少ない部分や明暗の境目
がきれいに抜けないことがあります。

●細かいものをタイトルにすると、きれい
に出ないことがあります。

●タイトルの記録中は「タイトルを記録中
です」と表示が出ます。

●ピントが合いにくいときは、マニュアル
フォーカス(P58)でピントを合わせてか
ら、タイトルを作成してください。

●オリジナルタイトルを記録すると、記録
できるメモリー画像が少なくなります。

●メモリー画像の記録可能枚数が残り少な
い場合、オリジナルタイトルが記録され
ていないことがあります。

撮影モード：
タイトルにする画
像に向けて押す

タ
イ
ト
ル
を
作
る

回してタイトルが
きれいになるよう
に調整して、押す

回して、「記録」を
選び、押す

タイトルがカードに記
録されます。このあと
にタイトルインの操作
をします。(P86)

タイトル作成｣を
「する」にする

43

再生モード：
押す

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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タイトル

3 4

1 2

 カードの画像を消去する(メモリ－消去)

カードの画像を消去する
(メモリ－消去)

マルチメディアカードに記録した画像を消去し
ます。
一度消去した画像は元に戻りません。

回して､消したい
画像の種類を選
び､押す

回して、消したい
画像を選び、押す

押す

選んだ画像が点滅し
ます。

メニューで｢メモ
リ消去｣ を選ぶ
(P32)

フォーマットについて(右記参照)
別売のマルチメディアカードは初期化(フォー
マット)する必要はありません。認識できなく
なったマルチメディアカードを初期化してくだ
さい。

確認のメッセージが表
示されます。

初期化するとカードに記録されているすべ
てのデータ(メモリー画像、オリジナルタイ
トル画像、プリセットタイトル画像)は消去
されますのでお気を付けください。

初期化すると ...
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お願い/ヒント

5 消去をやめるには

●手順4の前で、点滅している画像を選
び、マルチプッシュダイヤルを押すと、
画像が点滅から点灯に戻ります。(消去画
像の選択が解除されます)

●手順3で、表示中の9画面の中から複数
の画像を選んで、消去することができま
す。

カードのメモリー画像をすべて消去すると
きは(手順2の2)
手順2で｢メモリ画をすべて消去｣を選ん
で押し、確認画面で｢ハイ｣を選び、押す

カ
ー
ド
の
画
像
を
消
去
す
る

｢ハイ｣を選び､押
す

手順5で｢イイエ｣
を選び、押す

選んだ画像の選択がす
べて解除され、メ
ニュー画面に戻りま
す。

1 メモリー画像を9 画面から選んで消去する
2 メモリー画像をすべて消去する(右記参照)
3 オリジナルタイトルの画像を9画面から選
んで消去する

4 プリセットタイトル画像を9画面から選ん
で消去する

フォーマットするときは
「カードヘンシュウ」メニューで｢フォー
マット｣を｢する｣を選んで押し、確認画面
で｢ハイ｣を選び、押す

●フォーマットが終了すると、白い画面
になります。

選んだ画像がカードか
ら消去されます。

ショートカットメニュー(メモリ消去)
手早く、メニューを出すことができます。
1 消去する画像を再生する
2 マルチプッシュダイヤルを押す
3 回して「メモリ消去」を選び、押す
(ここで、やめるときは「戻る」を選ぶ)

4 確認画面で｢ハイ｣を選び、押す

1
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タイトル

5 6

1 2

 プリント情報をカードに書き込む(DPOF設定)

プリント情報をカードに
書き込む
(DPOF設定)

プリントしたい画像、プリント枚数などの情報
(DPOFデータ)をマルチメディアカードに書き
込むことができます。

メニューで｢カー
ドヘンシュウ｣を
選ぶ(P32)

｢DPOF 設定｣を
「する」にする

回して、プリント
枚数を設定し､押
す

手順4、5を繰り返
し、設定が終わっ
たら押す

DPOF ：
デ ジ タ ル プ リ ン ト オ ー ダ ー フォーマット

Digital Print Order Formatの略
です。将来におけるラボプリント
サービスなど、DPOF対応のシステ
ムで活用できるようにカードのメモ
リー画像にプリント情報などを付加
できるようにしたものです。

DPOF データが書き
込まれます。

通常のカード再生画面
に戻ります。
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お願い/ヒント3 4
すべての画像を1枚ずつプリントするよ
うに設定するには：
手順3で「すべて1枚に設定」にする
(初期設定はすべて0枚に設定されて記録
されています)

すべての画像をプリントしないように
設定するには：
手順3で「すべて0枚に設定」にする

DPOF 設定の確認を途中でやめるには：
停止(∫)ボタンを押す
●プリント枚数は0～99枚まで設定でき
ます。

●DPOFデータの書き込み中は、「DPOF
データを設定中です」と表示が出ます。

●DPOFでプリント枚数を1 枚以上に設
定している画像には｢●｣が表示されま
す。

●DPOF設定はお使いのビデオカメラで
設定してください。

●DPOF設定内容の確認に時間がかかる
場合があります。動作中ランプが消灯す
るまでお待ちください。

回して､設定したい
画像を選び、押す

選んだ画像が赤枠で
表示されます。

プ
リ
ン
ト
情
報
を
カ
ー
ド
に
書
き
込
む

手順3 で｢設定の
カクニン｣を選び、
押す

DPOF設定で1枚以上
に設定している画像が
スライド再生されま
す。

スライド再生が終わる
と、通常のカード再生
に戻ります。

｢回して､「えらんで
設定」を選び､押す

43

ショートカットメニュー(DPOF設定)
手早く、メニューを出すことができます。
1 DPOF設定する画像を再生する
2 マルチプッシュダイヤルを押す
3 回して「DPOF設定」を選び、押す
(ここで、やめるときは「戻る」を選ぶ)

4回してプリント枚数を設定し、押す

DPOF設定内容を確認するときは

�
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タイトル

5 6

1 2

 撮ったあとに別の音声を入れる(アフレコ)

撮ったあとに別の音声を
入れる
(アフレコ)

内蔵マイクや外部マイク端子を使って、撮った
映像にあとから BGM（バックグラウンド
ミュージック）やナレーションを入れることが
できます。

撮影済みのカセッ
トを入れる

メニューで「AV
入出力セッテイ」
を選ぶ

音声を入れたいと
ころをさがして静
止画再生にする

押す
アフレコ録音する前に
●撮影時の音声も残したい場合は｢キロクセッ
テイ｣メニューの「音声キロク」を「12bit」
にして撮影する(撮影時に「16bit」になって
いると、アフレコ録音後、撮影時の音声は消
えます)

●｢キロクセッテイ｣メニューの「キロクモー
ド」を「SP」にして撮影する(「LP」モード
で撮影した部分にはアフレコできません)

カセットの誤消去防止
つまみは「REC」側に
しておきます。

この機能を使うには、
リモコンが必要です。

�

アフレコ;アフレコ;
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お願い/ヒント3 4

7

録音をやめるには：
リモコンの一時停止ボタンを押す
(静止画に戻ります)

●無記録部分にアフレコはできません。
●アフレコ中に無記録部分があると、その部分
を再生したときに、映像、音声が乱れます。

●DV端子からの音声をアフレコすること
はできません。

●アフレコ録音のときに、メモリー機能を
使うと便利です。(P130)

アフレコした音声を聞くには
｢再生キノウ｣メニューの「12bit音声」の
設定によって、アフレコ音声と元の音声を
切り換えることができます。(P32)
ステレオ1：元の音声を再生します。
ステレオ2：アフレコ音声を再生します。
ミックス： 元の音声とアフレコ音声を

同時に再生します。

音声を聞きながらアフレコするには
｢再生キノウ｣メニューの「12bit音声」を｢ス
テレオ2｣または｢ミックス｣に設定してくだ
さい。マイク入力時はヘッドホンを使うと、
音声を聞きながらアフレコできます。(ヘッド
ホンを使う場合、メニューの「AVタンシ」を
｢AV出力/ヘッドホン｣に設定してください)
ライン入力時はスピーカーで音声を聞きなが
らアフレコできます。

押す

メニュー画面が消えま
す。

撮
っ
た
あ
と
に
別
の
音
声
を
入
れ
る

押して、録音を始める

「マイク」入力の場合：
●本機の内蔵ステレオマ
イクに向かって音声を
入れます。

●マイク端子で音声機器
とつないでいれば、音
声を再生します。

「ライン」入力の場合：
●接続している機器を
再生します。

「アフレコ入力」を
「マイク」か「ライ
ン」に設定する
(上図参照)

43

外部マイク端子を使ったアフレコ
「アフレコ入力」を「マイク」に設定します。
(手順3)
以下の接続コード(別売)を使用します。
●大型ステレオプラグのヘッドホン端子の場
合は大型・ミニ録音コードS/RP-CA6A
●ピンプラグ×2 の出力端子の場合は大
型・ミニラインコードS/RP-CA59A
●ミニステレオプラグのヘッドホン端子の場
合はミニ・ミニ録音コードS/RP-CA2A

外部機器(オーディオ機器など)を使った
アフレコ
下図のように接続をして、メニューの「AVタン
シ」を「AV入出力」にして、「アフレコ入力」を
「ライン」に設定します。(手順3 )

アフレコ!
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タイトル

5 6

1 2

 外部機器(ビデオ機器やテレビなど)の内容を録画する

外部機器(ビデオ機器やテレ
ビなど)の内容を録画する

S-VHS(VHS)カセットの内容をDV カセット
にダビングしたり、テレビ番組を録画すること
ができます。(P128)

録画用のカセット
を入れる

上図のように、
つなぐ

再生を始める 録画ボタンを押し
ながら、再生ボタ
ンを押す

録画する前に
●｢AV入出力セッテイ｣メニューの「AVタン
シ」を「AV入出力」にする(「AV出力/ヘッ
ドホン」になっていると録画できません)
●メニューのキロクモードを「LP」モードに
設定しておくと、「SP」モードの1.5倍長く
録画できます。(P130)

●AV入出力端子やS2(S1)映像入出力端子
のどちらか一方に映像信号を入力している場
合、残りの端子から映像信号を出力すること
はできません。

液晶モニター､ファイ
ンダーに外部機器側の
映像、音声が入力され
ているか確認します。 録画が始まります。

この機能を使うには、
リモコンが必要です。

ビデオカメラ側

外部機器側 ビデオカメラ側
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7 8

3 4
●お使いのテレビやビデオ機器の説明書を
よくお読みください。

●著作権保護の信号(コピーガード)が入っ
ている映像を録画すると、録画時に「コ
ピーガードあり録画できません」とメッ
セージが出て、再生時に映像がモザイク
になります。

●記録される音声モード(12bit/16bit)は
撮影系メニューの「音声キロク」の設定
と同じになります。

●本機はS1/S2 映像信号に対応していま
すが、ワイド映像を本機で再生すると、
液晶モニター、ファインダーの映像は縦
のびになります。

●録画中に外部機器側で早送り再生やス
ロー再生などを行うと、再生時に映像が
モザイクになることがあります。

●録画中はコードを抜き差ししないでくだ
さい。正常に録画できないことがありま
す。

●テレビ放送の電波が弱いとき、その映像
を録画すると、再生時に映像が乱れた
り、モザイクが出る場合があります。

●主音声、副音声の入った映像(2カ国語
の映像など)をダビングしたときは、再
生時に「再生キノウ」メニューの「音声
キリカエ」で希望する音声を選んでくだ
さい。(P53)

●録画中はカードフォトショットできません。

電源を「入」にする

外
部
機
器(

ビ
デ
オ
機
器
や
テ
レ
ビ
な
ど)

の
内
容
を
録
画
す
る

一時停止または停
止ボタンを押し
て、録画を終わる

再生を終わる

「再生」にする

43

中央のボタンを押しな
がらずらします。

AD(アナログ/デジタル)変換について

DV端子で他のデジタルビデオ機器とも接続している場合、外部機器からアナログ入力
した映像を、DV端子を通して他のデジタルビデオ機器にも出力することができます。

外部機器のアナログ映像信号をDV出力
する(左図)には：
「AV入出力セッテイ」メニューで「AD
ヘンカン出力」を「する」に設定する

通常は「ADヘンカン出力」を「しない」
に設定しておいてください。「する」に設
定していると、画像が乱れることがあり
ます。

ビデオカメラ側 外部機器側

ビデオカメラ側 外部機器側
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タイトル

5 6

1 2

 S-VHS(VHS)カセットにコピーする(ダビング)

S-VHS(VHS)カセット
にコピーする
(ダビング)

本機で撮った作品を、ビデオを使ってS-VHS
またはVHSカセットにダビングすることがで
きます。また、再生時の映像効果を使って楽し
めます。

撮影済みのカセッ
トを入れる

再生ランプを点灯
させる(P27)

再生を始める 録画を始める

ダビングする前に
ダビングするときは、機能表示や年月日、時刻表
示(P47)を消しておいてください。表示されたま
までは、表示が映像に入ったままダビングされて
しまいます。機能表示を消すときは、リモコンの
表示出力ボタン(P53)を押してください。

カセットを入れたあ
と、上図のように接続
します。

再生モードになります。

ビデオカメラ側 ビデオカメラ側

ビデオカメラ側 ビデオ側

ビデオカメラ側
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7 8

3 4
ビデオ側で入力切換などの設定が必要で
す。ビデオの説明書をお読みください。

録画時に不要な場面をカット(編集)したい
ときは

1 カットしたいところ(B )で録画機側
のビデオを一時停止する

2 録画したい場面(C)があらわれたら録
画機側のビデオで録画する

3 操作1・2をくり返して編集する

録画用カセット(つ
めの折れていない
もの)を入れる

S
-V
H
S
(V
H
S
)

カ
セ
ッ
ト
に
コ
ピ
ー
す
る

一時停止または停
止ボタンを押し
て、録画を終わる

再生を終わる

電源を「入」にする

43

ビデオ側で入力切換の
設定をします。

ビデオ側で入力切換の
設定をします。

(C)(A) (B) (E)(D)

(C)(A) (E)

ビデオカメラ側

ビデオ側ビデオ側

ビデオ側

ビデオ側
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タイトル

5 6

1 2

 デジタルビデオ機器とつないで使う(デジタルダビング)

デジタルビデオ機器とつ
ないで使う
(デジタルダビング)

DV端子(i.LINK)を持ったデジタルビデオ機器
どうしをDV ケーブルVW-CD1(別売)でつな
ぐと、デジタル信号による高画質なダビングが
できます。

上図のように接続したあと、操作してくださ
い。

再生ランプを点灯
させる(P27)

再生ランプを点灯
させる(P27)

再生を始める 録画ボタンを押し
ながら、再生ボタ
ンを押す

再生モードになります。 再生モードになります。

この機能を使うには、
リモコンが必要です。

再生機側 録画機側

録画機側再生機側
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7 8

3 4

●2台の当社製デジタルビデオカメラを
お使いの場合､リモコン設定をそれぞれ
｢VTR1｣､｢VTR2｣にしておくとリモコ
ンによる誤動作を防ぐことができます。
(P29)

●録画機側のメニューの設定に関係なく、
再生テープの「音声キロク」モードと同
じモードでダビングされます。

●録画機側のモニター映像(液晶モニター
やファインダー､テレビに映した映像)の
画面下部がゆがんだり､上下にゆれるこ
とがありますが、故障ではありません。
実際に記録される映像には影響ありませ
ん。

●再生の映像効果(P72 ) ､再生ズーム
(P74)､再生のタイトルイン(P86)を
使っても、ダビングされるのは元のテー
プ内容です。

●ダビング中にDVケーブルを抜き差しし
ないでください。正常にダビングできな
いことがあります。

●著作権保護の信号(コピーガード)が入っ
ている映像を本機で録画すると、再生時
に映像がモザイクになります。

●DV端子からの入力映像にタイトルを入れ
てテープに記録することはできません。

●｢キロクセッテイ｣メニューの｢キロク
モード｣を｢LPにしておくと、｢SP｣モー
ドの1.5倍長く録画できます。(P130)

●主音声、副音声の入った映像(2カ国語
の映像など)をダビングしたときは、再
生時に「再生キノウ」メニューの「音声
キリカエ」で希望する音声を選んでくだ
さい。(P53)

録画用のカセット
を入れる

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
機
器
と
つ
な
い
で
使
う

一時停止または停
止ボタンを押し
て、録画を終わる

撮影済みのカセッ
トを入れる

43

カセットの誤消去防止
つまみは「REC」側に
しておきます。

再生を終わる
録画機側

録画機側再生機側

再生機側
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 本機の自動プリント機能を使う

フォトインデックス信号の付いた静止画
像の自動プリント

ビデオプリンター側
1電源を入れる
2入力信号の設定をする

ビデオカメラ側
3再生モードにする
4撮影済みのカセットを入れる
5自動プリントを開始する部分を頭出
し(フォトサーチ)(P56)しておく
(テープ始端にしておくとフォトインデッ
クス信号付きの画像をすべてプリントしま
す)

6｢再生キノウ｣メニューで「ジドウプ
リント」を「する」に設定する(P32)
自動プリントが始まります。

自動プリントを途中でやめる場合：
本機の停止(∫)ボタンを押す

5ピン型システムE端子を持った当社製ビ
デオプリンターの場合、自動でプリントす
ることができます。
ビデオプリンターと本機を接続するには、
システムコードVW-CA20が必要です。
ビデオプリンターの説明書もお読みくださ
い。

S 映像コードを接続す
ると､よりきれいにプリ
ントできます。

カードフォトショット画像の自動プリント
カードに記録されているメモリー画像がす
べてプリントされます。

ビデオプリンター側
1電源を入れる
2入力信号の設定をする

ビデオカメラ側
3記録済みのカードを入れる
4カード再生モードにする
5 ｢カードヘンシュウ｣メニューで「ジ
ドウプリント」を「する」に設定する
自動プリントが始まります。

自動プリントを途中でやめる場合：
本機の停止(∫)ボタンを押す
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プリントするときは、以下のことに気を付
けてください。

ビデオプリンターご使用時のお願い
●ビデオプリンターを使う前に、リモコン
の表示出力ボタン(P53)を押して、機能
表示を消してください。表示された状態
では、カウンター表示や機能表示なども
プリントされてしまいます。

●本機とビデオプリンターとの接続が誤っ
ていたり、プリンター側にインクや用紙
がないときは「プリンターエラー」の表
示が出ます。

自動プリント時のお願い
●連写フォトショットの画像はインデック
ス信号が入りませんので、自動プリント
できません。

●ビデオプリンター側の熱さまし処理で、自
動プリントを停止する場合があります。そ
の場合は再度､メニューの「ジドウプリン
ト」を「する」に設定してください。

●自動プリント中には
 　≥ 1枚目のプリントが抜けることがあ
ります。

　 ≥ インクや用紙の交換をすると、同じ
プリントが2 枚出ることがあります。

 　≥ テープ始端付近の画像がプリントで
きないことがあります。

 　≥ テープに画像が連続して記録されて
いるとプリントが抜けることがあり
ます。

 　≥ 本機のテープ保護のためプリンター
側で枚数設定をしないでください。
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 デジタルビデオカセットレコーダーをつないで使う

●デジタルビデオカセットレコーダーの説
明書をよくお読みください。
●接続を行うときは、各機器の電源は「切」
にしてください。
●デジタルビデオカセットレコーダーと
DV ケーブルで接続するだけでも以下の
編集ができます。
・ダビング編集
・ビデオインサート
・オーディオインサート
・アッセンブル編集

この場合、デジタルビデオカセットレコー
ダーの入力切換は「DV入力」に、編集端
子切換スイッチは「DV」にしてください。

当社製デジタルビデオカセットレコーダーとつなぐと、高度な編集作業ができます。

●DVケーブルのみの接続で、プログラム
編集をする場合は、｢ヒョウジセッテイ｣
メニューの「カウンタモード」を「タイ
ムコード」にし、タイムコードを液晶モ
ニターに表示させておいてください。
(P110)

●ACアダプターは、別売のアクセサリー
キットに入っています。
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タイムコードで編集する場合
｢ヒョウジセッテイ｣メニューの「カウンタ
モード」を「タイムコード」にし、タイム
コードを液晶モニターに表示させてくださ
い。(P110)

●編集コントローラーの操作方法は、編集コ
ントローラーの説明書をお読みください。
●ビデオは、当社製で5ピン型システムE

端子の付いたものが必要です。
●編集コントローラーと本機を接続するに
は、ミニシステムE端子変換アダプター
VW-CE1が必要です。
●編集コントローラーVW-EC1(別売)をつ
なぐときは、編集コントローラーとビデ
オをシステムE端子で接続する必要はあ
りません。リモコンによる制御となりま
すので、システムE端子が付いていない
ビデオでも編集ができます。
●編集コントローラーには、VW-EC500
またはVW-EC1をお使いになることを
おすすめします。
●ACアダプターは、別売のアクセサリー
キットに入っています。

 編集コントローラーをつないで使う
5ピン型システムE端子を持った当社製編集コントローラー(ホームエディティングコントロー
ラーなど)とつなぐと、編集コントローラー側で、本機の操作を制御することができます。
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 パソコンにつないで使う
別売のデジカム用パソコン静止画キット
VW-DTA2W(WindowsR95用)/VW-
DTA2M (Macintosh用)を使うと、本機
をパソコンに接続し、画像データをパソコ
ンに伝送することができます。

パソコン静止画キットには、デジカム連動
のソフト「DVスタジオ2」が付いていま
す。「アルバム」「レタッチ」「レイアウト」
「住所録」のソフトウェアがひとつになっ
た統合ソフトです。

アルバム
●静止画像を取り込み、アルバムとしてま
とめます。(タイトルや日付などの情報を
書き込むこともできます)

●パソコン側からデジカムを制御すること
ができます。(制御できない機能もありま
す)

●取り込んだ画像を他のソフトウェアで使
えるように、いろいろなフォーマットに
変換できます。

レタッチ
●取り込んだ画像を編集･加工(トリミング、
変形､特殊効果など)することができま
す。

レイアウト
●画像や文字データを使って、自由にレイ
アウトしてオリジナルはがきなどを作る
ことができます。

住所録
●あて名印刷と連動できる住所録を作成す
ることができます。

パソコンとの接続には、パソコン静止画
キットに入っている専用のインターフェー
スアダプターを使います。
●デモモードを「切」にしてからお使いく
ださい。(P111 )

●リピート再生(P47)になっていると、取
り込み時に誤動作します。

●テープの途中に無記録部分がある場合
は、誤動作することがあります。撮影時
は、タイムコードがテープ始端から途切
れずに記録されるようにしてください。
(P130)

●静止画を取り込む場合は、SPモードで
撮影しておくことをおすすめします。

●連写フォトショット画像(P36)は､フォ
トショット画像の自動取り込みはできま
せん。

●当社のデジタルビデオプリンターを使う
と、取り込んだ画像をきれいにプリント
することができます。

●再生の映像効果(P72)、再生ズーム画像
(P74)､再生のタイトル画像(P86)は、
取り込むことはできません。

●S2(S1)映像入出力端子やＡＶ入出力端
子からの入力信号を直接、取り込むこと
はできません。

●お使いのパソコンによっては自動取込に
失敗することがあります。そのときは1
枚ずつ取り込んでください。

パソコン静止画キット
VW-DTA2W

*写真はWindowsR95用です
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Macintoshでご使用の場合
● Powe r  PC 以上の CPU 搭載機種
(OS漢字Talk7.5.3以降が動作するシス
テム)
●メモリー： 32MB以上

(64MB以上を推奨)
●ハードディスク： 50MB以上の空き容量

(150MB以上を推奨)
●CD-ROMドライブ(4倍速以上を推奨)
●グラフィック表示： 約1670万色以上を推奨

(256色でも動作可能)
●シリアルポート(ミニDIN8ピン)
●マウス
(Quick Time 2.1以上がインストールされ
ていないと動作しません)

●Microsoft Windowsは米国Microsoft
Corporationの商標です。
●Macintosh、漢字TalkはApple Computer
Inc.の登録商標または商標です。
●その他、この説明書に記載されている各
種名称、会社名、商品名などは各社の商
標または登録商標です。

WindowsR95でご使用の場合
●80486以上のCPU搭載機種
　MicrosoftRWindowsR95日本語版が
動作するDOS/V およびPC-9800シ
リーズパソコン
●メモリー： 16MB以上

(24MB以上を推奨)
●ハードディスク： 50MB 以上の空き容量

(150MB以上を推奨)
●CD-ROMドライブ(4倍速以上を推奨)
●640×480以上256色以上
　(1024×768以上True Color(24bit
以上)を推奨)
●RS232Cポート
D-sub 9ピン(DOS/Vの場合)25ピン
(PC-9800シリーズ)
●マウス
(MSPゴシックフォント、MSゴシック
フォントがシステムにインストールされ
ていないと文字が正しく表示されませ
ん。インストールされていない場合は、
Windowsのマニュアルを参照してフォ
ントをインストールしてください)

※WindowsR98 動作確認済み

シリアルポート( ミニ
D I N 8 ピン) のない
Macintoshではご使用
できません。
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 パソコンでカードのメモリー画像を使う
別売のPCカードアダプター/VW-MAP1を使うと、マルチメディアカードの画像をPCカード
Standard準拠/PCカードTypeカード IIスロット搭載のパソコンで見ることができます。使
用方法については、パソコン、PC カードアダプターの説明書をお読みください。

マルチメディアカードのデータについて
メモリー画像やタイトル画像を記録したマルチメディアカードをパソコンに入れると、以下の
3 つのフォルダーが表示されます。
｢Im01cdpf｣： メモリー画像がJPEG 形式で記録されています。(Imga0001.jpg など)

JPEG画像対応のレタッチソフトなどで開くことができます。
｢Misc｣： メモリー画像に設定されたDPOFデータのファイル(P92)が入っています。
｢Title｣： プリセットタイトル( P R E 0 0 0 0 1 . t t l など) やオリジナルタイトル

(USR00001.jpg 、USR00001.ttlなど)のデータが入っています。

本機はカードフォトショット時にメモリー画像とともにファイル番号(Imga0001.jpg など)を
自動的に記録します。ファイル番号は画像ごとに通し番号で記録されますので、パソコンに画像
を保存するときに上書き保存される心配がありません。ファイル番号を最初(Imga0001.jpg)
から付け直す場合はカード再生モードの「ソノタセッテイ」メニューの「ファイルNo.リセッ
ト」を「する」にしてください。(画像が記録されたカードを使うとファイルNo.リセットされま
せん。画像の入っていないカードをお使いください。)

　

使い終わったら
ビデオカメラを使い終わったら、以下の手順の後、別売のソフトケースなどに入れて保管するこ
とをおすすめします。

1 液晶モニターを閉じる
2 カセットを出す(P24)
3 電源を｢切｣にする(P27)
4 マルチメディアカードを取り出す(P76)
5 バッテリー(DCコード)を外す(P21)
6 レンズキャップを付ける(P30)

●マルチメディアカードは必ず電源を｢切｣にしてから取り出してください。

●本機で記録した画像データなどは、パソコン上で削除せず、本機で削除するようにしてく
ださい。
●画像データは別売のマルチメディアカード用タイトル作成ソフトVW-SWMT1を使うと、
パソコンで編集、加工することができます。
●パソコン上で本機未対応のデータを記録した場合、本機ではそのデータを認識することは
できません。
●対応OSはWindowsR98、WindowsR95、Mac OS(漢字Talk7.5以降)*です。
*PC Exchange で対応
●Windowsは米国Microsoft Corporation の、MacOSはApple Computer Inc.の
登録商標または商標です。
●その他の名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商標です。
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8メモリガシツ(P78)
カードフォトショットの画質を選択し
ます。選択によって､1 枚のカードに記
録できる画像の数が違います。

9タイトル作成(P88)
タイトルを作るときに選択します。

1AEセッテイ(P64)
AE設定をします。
「切」にするとAE 設定を解除します。

2テブレホセイ(P42)
「入」にすると手ぶれを抑えてくれます。

3デジタルズーム(P38)
30倍と120倍が選択可能です。
「切」にするとデジタルズーム機能を解
除します。

4シネマモード(P40)
「入」にするとシネマモードになります。

5ショウメイ写真(P44)
証明写真の枠の大きさを選択することが
できます。

6デジタルキノウ(P68～71)
デジタル機能を選択します。
「切」にすると、デジタル機能を解除し
ます。

7デジタルコウカ(P68)
デジタル効果を選択します。
「切」にするとデジタル効果を解除しま
す。

 メニュー画面の表示 実際のメニュー操作は32 ページをお読み
ください。

メニュー画面のイラストは説明用です。実
際の表示とは異なります。

撮
影
系
メ
ニ
ュ
ー
画
面
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 メニュー画面の表示(つづき)

:キロクモード(P40)
SP：通常の記録モード
LP：SP モードの1.5倍の記録モード

;音声キロク(P128)
12bit： 音声を12bit、32kHz、

4トラックで録音します。
16bit： 音声を16bit、48kHz、

2トラックの高音質で録音
します。

<シーンインデックス(P57)
日付： 日付が変わったあとの最初の

撮影時にインデックスを入れ
ます。

2 ジカン：2時間経過したあとの最初
の撮影時にインデックス信
号を入れます。

=風音低減(P42)
風がマイクにあたる音を低減します。
ただし、低域の音質が少し悪くなりま
す。

>日時ヒョウジ(P47)
画面に日付、日時を表示させます。

?カウンタモード(P116)
液晶モニターまたはファインダーに表示
される情報を切り換えます。

@カウンタリセット(P130)
「する」にすると､(リニア)カウンターの
値がゼロになります。

Aヒョウジモード(右上図参照)
画面に出る情報量を切り換えます。

BLCDバックライト(P114)
ヒョウジュン：液晶モニターの明るさを

標準にします。
アカルイ： 液晶モニターを明るくし

ます。

CLCD/VFチョウセイ(P114)
ファインダーと液晶モニターの画面を調
整します。

実際のメニュー操作は32ページをお読み
ください。
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Gシャッターコウカ(P37)
「入｣にすると､テープフォトショット時
にカメラのシャッターのような効果にな
ります。

H日時セッテイ(P115)
年月日、時刻を設定します。

Iタイメンモード(P45)
ミラー： 対面撮影時、液晶モニター

の映像が左右反転します。
ノーマル：対面撮影時、液晶モニター

の映像は左右反転しません。

Jデモモード
撮影モードで、カセットが入っていない
ときに、本機の機能が紹介されます。約
10分以上操作しなければ、デモが始ま
ります。何か操作するとデモは中断され
ます。「スタンバイ/入」にしてメニュー
画面表示を消した場合はすぐにデモが始
まります。テープを入れるか、デモモー
ドを「切」にすると、デモモードは停止
します。通常は「切」にしてお使いくだ
さい。

Dリモコン(P29)
VTR1：VTR1用に設定されたリモコ

ンの操作を受け付けます。
VTR2：VTR2用に設定されたリモコ

ンの操作を受け付けます。
切： リモコン操作を受け付けま

せん。

Eサツエイランプ(P35)
「入」にすると、撮影時に撮影おしらせ
ランプが点灯します。

Fおしらせブザー
「入」にすると､下記の場合にブザー
が鳴ります。
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 メニュー画面の表示(つづき)

Kブランクサーチ(P54)
テープの未記録部分をさがします。

Lガゾウデンソウ (P84)
テープのフォトショット画像をカードに
記録します。

Mジドウプリント(P102)
ビデオプリンターとつないだときに自動
プリントします。

Nアタマダシ(P56)
頭出し機能を設定します。
フォト：フォトインデックス信号の

入った画像の頭出し(取り込み)
シーン：場面の頭出し(取り込み)

O12bit音声(P94 ､128)
12bit音声モードでアフレコしたときの
再生音声を選択します。
ステレオ1： 元の音声を再生します。
ステレオ2： アフレコ音声を再生します。
ミックス： 元の音声とアフレコ音声を

同時に再生します。

P音声キリカエ(P53､97､101)
音声チャンネルを切り換えます

Qエイゾウコウカ(P72)
「切」にすると、映像効果を一時解除し
ます。

Rコウカセンタク(P72)
映像効果を選択します。

SAVタンシ(P46､53､96)
AV入出力端子の入出力を設定します。

Tアフレコ入力(P94)
アフレコするときに、音声入力の方法を
設定します。

UAD ヘンカン出力(P97)
アナログ信号をデジタル信号に変換し
て、DV端子から出力します。
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実際のメニュー操作は32ページをお読み
ください。
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Vメモリ画を選んで消去(P90)
カードの画像を選んで消去します。

Wメモリ画をすべて消去(P90)
カードの画像をすべて消去します。

X作成したタイトルを消去(P90)
作成したタイトルを消去します。

Yプリセットタイトルを消去(P90)
プリセットタイトルを消去します。

Zガゾウデンソウ (P84)
カードのメモリー画像をテープに記録し
ます。

[ナンバー指定(P82)
カードのデータ番号を指定して再生し
ます。

\DPOF設定(P92)
プリントしたい画像の枚数などをデータ
として書き込みます。

]フォーマット(P90)
カードを初期化します。(プリセットタイ
トルも含めてカード内のすべてのデータ
が消去されます)

^ファイルNo.リセット(P108)
カードのファイル番号をリセットし
ます。
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 液晶モニター、ファインダーを調整する
｢ヒョウジセッテイ｣メニューで「LCD/VF
チョウセイ」を「する」に設定すると、下
図のように8 段階のバー表示が出ます。
LCDアカルサ
画面の明るさ調整します。
右にするほど明るくなります。
LCDイロレベル
画面の色の濃さを調整します。
右にするほど濃くなります。
VFアカルサ
ファインダーの明るさを調整します。
右にするほど明るくなります。

リ キ ッ ド

＊ LCDは液晶モニターのことで、Liquid
ク リ ス タ ル デ ィ ス プ レ イ

Crystal Displayの略です。またVF は
ビ ュ ー ファインダー

ファインダーのことで、View Finderの

略です。

1 押して、調整したい項目を選ぶ

押すごとに、項目が変わります。

2 回して、調整する

回すと、バー表示が変わります。

●リモコン使用時は、項目ボタンで選択、
設定ボタンで調整します。設定ボタンを
押し続けると、バー表示が変わります。

液晶モニター全体を明るくする
｢ヒョウジセッテイ｣メニューで「LCD
バックライト」を「アカルイ」に設定する
と､液晶モニターが明るくなります。

液晶モニター、ファインダーの調整内容
は、実際に録画される画像には影響しませ
ん。

 内蔵日付用電池を充電する
年月日、時刻は、内蔵電池を使って記憶させています。電源を入れたときに、「0」表示が
出ると、内蔵電池が消耗しています。以下の方法で充電してください。充電完了後、日時を
設定してください(右記参照)

1 本機にAC アダプターをつなぐ
(P22)

2 本機の電源は「切」にしておく

3 約4時間、そのままの状態にしておく
内蔵電池が充電されます。

ＬＣＤアカルサ　　クライ

ＬＣＤイロレベル　ウスイ

ＶＦアカルサ　　　クライ

クライ　■　　■　　■ - -
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11 回して、「2000」にする

12 押して、月に送る

13 回して、「10」にする

14 押して、日に送る

15 回して、「15」にする

 年月日、時刻を合わせる
｢ソノタセッテイ｣メニューの「日時セッテイ」を「する」に設定すると、以下の画面が表示
されます。(P32)

●時間は誤差が生じますので(最大1ｶ月±
１分３０秒）撮影前に時間が合っている
か確認してください。また「0」表示が
出ている場合、内蔵電池を充電後、日時
を設定してください。
(左記参照)
●年の変わりかた
　2000 →2001 →･･･2089 →2000
●時間は24 時間表示です。

例えば、2000年10月15日12時30分に合わせるには

16 押して、時に送る

17 回して、「12」にする

18 押して、分に送る

19 回して、「30」にする

10 日時設定を終わる

秒が0から始まります。
●もう一度押すとメニューが消えます。

年　　2000

月　　　　　1

月　　　　10

日　　　　　1

日　　　　15

時　　　　　0

時　　　　12

分　　　　　0

分　　　　30
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 ファインダー、液晶モニターの表示

1バッテリー残量表示
バッテリーの残量が少なくなるにつれ、
r →s →t →u →
vと表示が変わります。容量が無く
なると、u(v )が点滅します。
(ACアダプター使用時にsが表示さ
れる場合がありますが、問題ありません)

2撮影時間モード表示(P40)
撮影時間モードの表示が出ます。
SP：標準モード
LP：長時間モード

3インデックス表示(P57)
INDEX ： シーンインデックス信号記

録時に表示が数秒間点滅し
ます。

サーチ番号(P57)
S 1： シーンサーチのときに何番

目のシーンを頭出しするか
を番号を示します。

4カウンター・タイムコード表示
カウンター値、メモリー機能、タイム
コード値の表示が出ます。
表示の切り換えかた
｢ヒョウジセッテイ｣メニューの「カウン
タモード」設定(P32)によって、表示が
変わります。
カウンタ： 0:00.00
カウンタメモリ：M0:00.00
タイムコード： 0h00m00s00f

5テープ走行状態表示
サツエイ： 撮影中(P34)
テイシ： 撮影の一時停止中(P34)
!： 再生(P46)

カメラサーチ(送り)(P54)
"： カメラサーチ(戻し)(P54)
;： 静止画再生中(P50)
%： 早送り/早送り再生(P48)
&： 巻戻し/巻戻し再生(P48)
?!/"?： スロー再生/逆スロー再生

(P50)
;!/";： 正方向コマ送り/逆方向コ

マ送り(P50)
)/*： 正方向頭出し/逆方向頭出

し(P56)
チェック： 撮影の確認中(P34)
アフレコ!：アフレコ中(P94)
アフレコ;：アフレコ一時停止中(P94)
フォト： テープフォトショット撮影

中(P36)
ブランク： ブランクサーチ(P54)
2 ×%： 可変速サーチ中(P48)
R !： リピート再生中(P47)
●： 録画(デジタルダビング)中

(P96、100)
スライド!：スライド再生中(P80)
スライド;：スライド再生一時停止中

(P80)
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6テープ残量表示
テープ残量を分単位で表示します。
(3分未満は点滅表示)
●15秒以下の撮影では残量表示が出な
い か、または正確に出ないことがあ
ります。

● 実際のテープ残量より2～3分少な
い表示が出る場合があります。

7デジタルズーム表示(P38)
デジタルズーム機能を設定すると表示が
出ます。
デジタルキノウ表示(P68)
撮影モードのときにデジタル機能を設定
すると表示が出ます。
デジタルコウカ表示(P68)
撮影モードのときにデジタル効果を設定
すると表示が出ます。
再生ズーム表示(P74)
再生ズーム時に倍率と表示が出ます。
エイゾウコウカ表示(P72)
再生モードのときに映像効果を設定する
と表示が出ます。

8年月日、時刻表示(P47)
時間は24 時間表示です。

9ズーム倍率表示(P38)
ズーム操作をするとズームの倍率表示と
バー表示が出ます。
マニュアル表示(P58～65)
MNL ： マニュアル時は「MNL 」表

示が出ます。オート時は表
示しません。

手ぶれ補正表示(P42)
p： ｢カメラキノウ｣メニューで

「テブレホセイ」を｢入｣に
設定すると、手ぶれ補正の
表示が出ます。

アフレコ入力表示(P94)
マイク/ライン：アフレコ時に音声入力モー

ドの表示が出ます。
音声記録モード表示(P94、128)
12bit/16bit：再生時には録音されたとき

の音声記録モードの表示が
出ます。

ジドウプリント表示(P102)
自動プリント機能使用時に表示が出ます。

:電子シャッター速度表示(P62)
電子シャッター機能で、シャッター速度
を設定すると表示が出ます。

;F値表示(P62)
絞り値を調整すると絞り値(F値)が表示
されます。
ゲイン表示(P62)
絞り値(F値)が開放「OP＋0dB」以降
になると、ゲイン調整になります。

<カード(メモリー)画像表示
(P76～93)
残20枚：カードフォトショットの残り

枚数(残り0枚で赤色点滅と
なります)

E： エコノミー画質モード
N： ノーマル画質モード
F： ファイン画質モード
(カード再生時のE ､N ､F 表示は記録画
像のデータ量を表しているため、記録時
のメモリー画質設定と必ずしも一致しま
せん)
ø(青)：カードフォトショットモード
ø(赤)：カードフォトショット中
¬(赤)：カードなし、残り0枚
ø(緑)：カードにアクセス中
No.00：メモリー画像のデータ番号
00枚：DPOF 設定枚数
● ：DPOF 設定済み

(1 枚以上に設定)
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 ファインダー、液晶モニターの表示(つづき)

=マニュアルフォーカス表示(P58)
マニュアルフォーカス時は「MF」表示
が出ます。オート時は表示しません。
白バランス表示(P60)
白バランスを設定すると、以下の表示が
出ます。
{： 屋内(白熱電球)モード
z： 屋外モード
|： 蛍光灯モード
1： セットモード
AWB ： オートモード
AE モード表示(P64)
AE モードを選択すると表示が出ます。
5： スポーツモード
7： ポートレートモード
N： ローライトモード
Ω： スポットライトモード
º： サーフ＆スノーモード
逆光補正表示(P58)
ª： 逆光補正機能が働いている

と表示が出ます。

>音量表示(P46)
内蔵スピーカーの音量を調整するときに
表示が出ます。
再生時に音量表示バーが出るまでマルチ
プッシュダイヤルを押します。ダイヤル
を回して音量を調整します。

?確認表示
以下のマークが点滅または点灯している
ときは、ビデオカメラの状態を確認して
ください。
3： つゆつきが起こったとき

(P124)
Y： 誤 消 去 防 止 つ ま み が

「SAVE 」側になっている
カセットを入れたとき
(P25)

0： 内蔵日付用電池が消耗した
とき(P114)

カセットなし：カセットが入っていないとき
ヘッドよごれ：ヘッドがよごれているとき

(P124)
テープおわり：撮影中にテープが終端に

なったとき
リモコン： リモコンの設定が合ってい

ないとき(P29)

●ミラーモードの対面撮影時にはバッテ
リー残量表示、撮影/撮影の一時停止表
示、カードフォトショット表示以外はで
ません。
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@文章表示
確認内容を文章で表示します。
「つゆがつきました」
「カセットを取りだしてください」が
交互点滅
つゆつきが起こっています。カセットを
取り出してしばらくお待ちください。
(P124)

「バッテリーを取りかえてください」
バッテリー容量がなくなってます。十分
に充電したバッテリーと交換してくださ
い。(P20)

「カセットを入れてください」
カセットが入っていません。(P24)

「カセットを取りかえてください」
テープの終端です。

「このカセットでは撮影できません」
誤消去防止つまみが「SAVE」側になっ
ているカセットを入れて、撮影操作をし
ています。(P25)

「このカセットでは録画できません」
誤消去防止つまみが「SAVE」側になっ
ているカセットを入れて、アフレコや録
画(デジタルダビング)操作をしていま
す。(P94､96､100)

「リモコンのセッテイをカクニンして
ください」
リモコンの設定が合っていません。(P29)
（電源を入れて、最初のリモコン操作の
ときに表示されます）

「再生できません」
再生不能のテープかメモリー画像です。
(P46､80)または、ヘッドがよごれてい
ます。(P124)

「このカセットは使えません」
未対応のテープです。

「LP記録部のため録画できません」
LP モードで撮影したテープに、アフレ
コ操作をしています。(P94､130)

「コピーガードありただしく録画できま
せん」
著作権保護の信号(コピーガード)が入っ
ている映像を録画しています。
(P96､100)

「プリンターエラー」
プリンターの接続が正しくないか、プリ
ンター側に問題があります。(P102)

「このカードは使えません」
未対応のカードです。

「カードを入れてください」
カードが入っていません。(P76)

「カードのフタをとじてください」
カード扉が開いています。カード扉を閉
じてください。(P76)

「タイトルがありません」
タイトル画像が記録されていません。
(P86)

「メモリ記録はできません」
カードのメモリーが不足しています。オリ
ジナルタイトルやメモリー画像を消すか、
新しいカードを入れてください。

「メモリ記録がありません」
カードにメモリー画像が記録されていま
せん。
（メモリー画像が記録されているのに、
この表示が出る場合は、カードの状態が
不安定になっていることが考えられま
す。一度電源を入れ直してください）

「ヘッドをクリーニングしてください」
ヘッドがよごれています。ヘッドをク
リーニングしてください。(P124)

「ライン入力録画中はメモリ記録でき
ません」
録画中です。録画を停止してからカード
フォトショットしてください。
(P96)
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 撮影のテクニックガイド
照明について
●なるべく太陽を背にして撮影してくださ
い。逆光では被写体が暗く撮影されま
す。

●海辺やスキー場など周囲が明るすぎ、人
物が暗いときはAE 設定を「サーフ&ス
ノー」(P64)にして撮影してください。
また全体が明るすぎるときはNDフィル
ター/VW- LND30(別売)を使うのも効
果的です。

●屋内で撮影するときは屋内の照明に合わ
せた白バランスモード(P60)を選んでく
ださい。

撮影場面に合わせた設定例
以下の設定はあくまでめやすです。光源や
照明、天候、被写体の色や動きによっては
うまく撮れないことがあります。
大切な撮影の前にはどの設定でどのように
撮れるか試しておきましょう。

◆披露宴、舞台、発表会の撮影
白バランス：場面ごとに白バランス(P60)

スポットライトが当たっている場所では
AE 設定(P64)を「スポットライト」に
することをおすすめします。

◆運動会の撮影
白バランス：オートモード
フォーカス：マニュアル
近距離でお子様の動きが速い場合は、
オートフォーカスでは、ピントが合わな
くなることがあります。マニュアル
フォーカスで撮ることをおすすめしま
す。(P58)

◆夜景や花火の撮影
白バランス：屋外モード
フォーカス：マニュアル

◆ゴルフスイングのフォームなど、動きの
速いシーンの撮影
AE 設定： スポーツ
白バランス：オートモード
フォーカス：マニュアル

◆動きの速い場面を撮影するときのめやす
となるシャッター速度
バレーボールの試合の撮影：
1/100 ～1/350
ジェットコースター撮影：
1/500 ～1/1000
ゴルフやテニスのスイング撮影：
1/500 ～1/2000
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 使用上のお願い
ビデオカメラについて
磁気が発生するところや電磁波が発生する
ところ(テレビやゲーム機など)からできる
だけ離れて使う
●テレビの上や近くで操作すると、電磁波
の影響で画像や音声が乱れることがあり
ます。

●スピーカーや大型モーターなどが出す強
い磁気により、記録が損なわれたり、画
像がゆがんだりします。

●マイコンを含めたデジタル回路の出す電
磁波により、お互いに影響をおよぼし、
画像や音声が乱れることがあります。

●本機が影響を受け、正常に動作しないと
きは、バッテリーやAC アダプターを
一度外してからあらためて接続し、電源
を入れ直してください。

電波塔や高圧線が近くにあるときは、なる
べく使わない

●近くで撮ると、電波や高電圧の影響で撮
影映像や音声が悪くなることがあります。

周囲で殺虫剤や揮発性のものを使うときは、
本機にかけない
●かかると、外装ケースが変質したり、塗
装がはげるおそれがあります。

●ゴム製品やビニール製品などを長期間接
触させたままにしないでください。

浜辺など砂やほこりの多いところで使うと
きは、内部や端子部に砂やほこりが入らな
いようにする
また海水などでぬらさないようにする

●砂やほこりは、本機やテープの故障につ
ながります。(カセット､カードの出し入れ
時はお気を付けください)
●万一海水がかかったときは、よく絞った
布でふき、そのあとかわいた布でふいて
ください。

本機を持ち運びするときは、落としたり、
ぶつけたりしない
●強い衝撃が加わると、外装ケースがこわ
れ、故障します。

お手入れの際は､ベンジンやシンナーなど
の溶剤を使わない
●お手入れの際は、バッテリーを外してお
くか、電源プラグをコンセントから抜い
ておきます。
●溶剤を使うと外装ケースが変質したり、
塗装がはげるおそれがあります。
●本機は、やわらかい、かわいた布でほこ
りをふいてください。よごれがひどいと
きは、台所用洗剤を水でうすめ、布をひ
たし、よく絞ってよごれをふき、かわい
た布で仕上げてください。
●化学ぞうきんをご使用の場合は、その注
意書に従ってください。

監視用など業務用として使わない
●長時間使うと、内部に熱がこもり故障す
るおそれがあります。
●本機は業務用ではありません。
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 使用上のお願い(つづき)
バッテリーについて
本機で使用するバッテリーは、充電式リチ
ウムイオン電池です。このバッテリーは温
度や湿度の影響を受けやすく、温度が高く
なる、または、低くなるほど影響が大きく
なります。温度の低いところでは、満充電
表示にならない場合や使用開始後5分くら
いでバッテリー警告表示が出る場合があり
ます。また高温になると保護機能が働き、
使用できない場合もあります。

使用後は、必ずバッテリーを外す
●付けたままにしておくと、ビデオカメラ
の電源が「切」であっても、絶えず微少
電流が流れています。これをそのままに
しておくと、過放電になり、充電しても
バッテリーが使用できなくなるおそれが
あります。

出かけるときは余分のバッテリーを準備す
る
●撮影したい時間の3～4倍のバッテリー
を準備してください。スキー場などの寒
冷地では撮影できる時間がより短くなり
ます。

●旅行をされるときは、現地でバッテリー
を充電できるようにACアダプターも忘
れずに準備してください。海外で使う場
合は、変換プラグも必要です。(P126)

バッテリーの端子部に付いたほこりなどは
取る
●バッテリーを誤って落下させてしまった
場合、端子部が変形していないか確認し
てください。端子部が変形したまま本体
やACアダプターに付けると、本体やAC
アダプター側をいためます。

使用後は、必ずカセットを取り出し、バッ
テリーを外す、または、電源プラグをコン
セントから抜く
●バッテリーは涼しくて湿気が少なく、な
るべく温度が一定のところに保管してく
ださい。(推奨温度：15℃～25℃、推奨
湿度：40％～60％です)

●極端に低温、高温になるところで保管す
ると、バッテリーの寿命が短くなること
があります。

●高温・多湿、油煙の多いところでは、端
子がさびたりして故障の原因となりま
す。

●長期間保管する場合、1年に1回は充電
し、ビデオカメラで充電容量を使いきっ
てから再保管することをおすすめしま
す。

不要(寿命になったなど)バッテリーは火中
などに投入しない
●加熱や火中などに投入すると、破裂する
おそれがあります。

●バッテリーには、寿命があります。

不要になった電池(バッテリー)
は、貴重な資源を守るために、
廃棄しないで充電式電池リサイ
クル協力店へお持ちください。

使用済み充電式電池(バッテリー)の届け先
●最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ
詳しくは社団法人電池工業会にご確認く
ださい。
電話：03-3434-0261

●または、お買い上げの販売店へ

使用済み充電式電池(バッテリー)の取り扱
い
●端子部をセロハンテープなどでおおい、
リサイクル箱へ

●分解しないでリサイクル箱へ
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カセットについて
使用後は、必ずカセットを始端まで巻き戻
し、取り出して保管する
●カセットをビデオカメラに入れたままに
したり､テープを途中で止めた状態で半年
以上(保管状態により異なります)置いて
おくとテープがたるみ、いたみます。

●半年に一度テープを巻き直ししてくださ
い。テープを一年以上巻いたままにして
おくと、温度や湿度による膨張、収縮な
どでゆがみが生じることがあります。ま
たテープどうしがはりついてしまうこと
があります。

●カセットはケースに入れ、立てて保管し
てください。

●ほこりや直射日光(紫外線)、湿気などは
テープをいためます。このようなテープ
を使用すると、本機やヘッドをいためる
おそれがあります。必ずケースに入れて
ください。

カセットに強い磁気を近づけない
●磁石を使った器具(磁気ネックレスやおも
ちゃなど)は、想像以上に磁気が強く、大
切な撮影内容を消したり、ノイズを増や
す原因になります。

マルチメディアカードについて
動作中ランプが点灯中(マルチメディアカー
ドにアクセス中)は､カード扉を開けたり、
マルチメディアカードを引き抜いたり、電
源を切らない
また振動や衝撃を与えない

マルチメディアカードを高温になるところ
や直射日光のあたるところ、電磁波や静電
気の発生しやすいところに放置しない
また、折り曲げたり、落としたり、強い振
動をあたえない
●カードが破壊されるおそれがあります。
また、カードの内容が破壊されたり、消
失するおそれがあります。

使用後は、必ずカードを取り出して、保管
する
●使用後や保管時、持ち運びの時はカード
に付属の収納ケースに入れてください。
●カード裏の接続端子部にごみや水、異物
などを付着させないでください。また、
手などで触れないでください。

液晶モニターについて
●液晶面がよごれたときは、やわらかいか
わいた布などでふいてください。
●温度差が激しいところでは、液晶モニ
ターにつゆが付くことがあります。やわ
らかい、かわいた布でふいてください。
●寒冷地などで本体が冷えきっている場
合、電源を入れた直後は、液晶モニター
が通常より少し暗くなります。内部の温
度が上がると通常の明るさに戻ります。

●液晶モニターは、精密度の高い技術で作
られています。99.99％以上の有効画素
がありますが、0.01％以下の画素欠け
や常時点灯(赤、青、緑色)するものがあ
ります。これは不良ではなく、また録画
には支障ありません。

ファインダーについて
●ファインダーは、精密度の高い技術で作
られています。99.99％以上の有効画素
がありますが、0.01％以下の画素欠け
や常時点灯(赤、青、緑色)するものがあ
ります。これは不良ではなく、また録画
には支障ありません。

定期点検のお願い
美しい画像をご覧いただくために、使用環
境(温度、湿度、ほこり)などによって異な
りますが、およそ使用1000時間をめやす
に清掃、ヘッドなどの摩耗部品を交換され
ることをおすすめします。
ヘッドのよごれについては124ページを
お読みください。
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 つゆつきについて
夏に冷蔵庫から出したビンなどに、しばら
くすると水滴が付きます。この現象が本機
やカセット(テープ)に起こった場合が「つゆ
つき」です。
つゆつきが起こっていると撮影できなくな
ります。つゆつきを起こさない注意と、起
こったときの注意を正しく守ってください。
つゆつきが起こる原因は
下記のように温度差、湿度差があると起こ
ります。
●寒い屋外から暖かい屋内に持ち込んだとき。
●冷房のきいた車などから車外へ出したとき
●寒い部屋を急に暖房したとき
●エアコンなどの冷風がデジタルビデオカ
メラに直接当たっていたとき

●湯気がたち込めるなど湿度の高いところ

つゆつきが起こった場合の処置
つゆつきが起こっているときに電源を入れ
ると、ファインダーや液晶モニターにつゆ
つきマークが点滅します。約1 分間経過す
ると、自動的に電源が切れます。以下の処
置をしてください。
1カセットを出す
その他の機能は働きません。つゆつきの
状態によっては、カセットが出せない場
合があります。この場合は、2～3時間
待ってから出してください。

22～3時間後、電源を入れて、つゆつ
き表示が消えているかどうかを確か
める
消えていても念のために 1 時間ほど
待ってから使ってください。

●つゆつきが始まってから10～15分間
はつゆつき表示が出ない場合がありま
す。

●特に温度が低い寒冷地では、つゆが凍結
し、しもになることがあります。このよう
な場合は、つゆつき表示が出るまでさらに
2～3時間ほどかかることがあります。

レンズがくもっているときの処置のしかた
電源スイッチを「切」にし、1時間ほどそ
のままにしておいてください。周囲の温度
になじむとくもりが自然に取れます。

ヘッドがよごれて
いると上のような
映像になります。

 ヘッドよごれについて

さらによごれると
画面全体が青一色
になります。

●ヘッド(テープが密着する部分)がよごれ
ていると、撮影時に「ヘッドをクリーニ
ングしてください」と表示されます。ま
た、再生時に部分的にモザイク状のノイ
ズが出たり画面全体が青一色になりま
す。(上図参照)

●よごれがひどくなると、正常に撮影や再生
ができなくなりますので、別売のアクセサ
リーキット VW-PDB1/VW-PPMC1に付
属のデジタルビデオ用ヘッドクリーナーで
ヘッドをクリーニングしてください。

●別途、デジタルビデオ用ヘッドクリーナー
をお買い求めいただく場合はサービスルー
ト扱いのデジタルビデオ用ヘッドクリー
ナー(VFK1449S)をおすすめいたします。
ヘッドクリーナーのご使用方法については
ヘッドクリーナーの説明書をお読みくださ
い。

●ヘッドをクリーニングしても、再びヘッ
ドよごれが発生した場合は、テープに起
因している可能性がありますので、この
テープのご使用を避けてください。パナ
ソニック製テープのご使用をおすすめし
ます。

ヘッドよごれが発生する原因
●高温・多湿な環境
●長時間の使用
●テープの傷
●空気中のほこり
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レンズフードについて
●テレコンバージョンレンズVW-LT3014
(別売)やワイドコンバージョンレンズVW-
LW3007(別売)、MCプロテクターVW-
LMC30(別売)、ND フィルターVW-
LND30(別売)を付けるときは、レンズ
フードを外してから取り付けてください。

●当社製のMCプロテクターVW-LMC30、
NDフィルターVW-LND30のどちらか
1枚をつけた上にレンズフードを取り付
けることができます。

●NDフィルターとテレコンバージョンレ
ンズなどを 2 枚重ねて取り付けたり、
ズームをW側にすると、四隅が暗く(ケラ
レ)なる場合があります。

●レンズフードの上には、別のレンズなど
を付けることができない構造になってい
ますので、何も付けないでください。

ファインダーのお手入れについて
ファインダーの中のごみを取りたいとき
は、ファインダーを外して、ごみを取り除
いてください。ごみが取りにくいときは、
水で少し湿らせた綿棒などで取り除いてく
ださい。そのあと、かわいた綿棒などでふ
いてください。

外部マイクロホンについて
●ステレオマイクロホンVWｰVMS2(別
売)やステレオズームマイクロホンVW-
VMS1(別売)を付けるときは、シューカ
バーを外してから取り付けてください。
●ステレオズームマイクロホンVW-VMS1
(別売)を本機に付けるときは、ミニシステ
ムE端子変換アダプターVW- CE1が必要
です。

 その他

外すときは反時計方向に
回して、外します。
(付けるときは逆の手順です)

視度調整レバーを
左側にする

この部分をつま
んで引き抜く

左右のつまみ
を押しながら

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



126

 海外で使う
撮ったものを海外で見るには
テレビに接続して見る場合、日本と同じカラーテレビ方式(NTSC)の映像／音声入力端子付テレ
ビと接続コードなどが必要です。
日本と同じNTSC方式を採用している国、地域

ACアダプター(別売)を海外で使用するには

海外の電源コンセントの形状と変換プラグ一覧

本機の保証書は、日本国内のみ有効です。万一、海外で故障した場合の現地でのアフターサービ
スについてはご容赦ください。

図の向きに差し込む

A C アダプターは、自動で全世界の電源電圧
(100V、120V、220V、240V)、電源周波数
(50Hz、60Hz)に切り換わるように設計されてい
ます。ただし、国､地域によって電源コンセントの
形状は異なります。海外旅行をされる場合は、下表
を参考に旅行先のプラグ形状を確かめ、その国､地
域に合ったプラグを準備してください。変換プラ
グは、お買い上げの販売店にご相談のうえ、お求め
ください。充電のしかたは、国内と同じです。

変換プラグの一例

ACアダプターは、全世界の電源電圧(100V、120V、220V、240V)、電源周波数(50Hz、
60Hz)でご使用いただけるように設計しています。(市販の変圧器などを使用すると、故障す
るおそれがあります)
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 用語解説
デジタルビデオ
デジタルビデオは、映像や音声をデジタル
信号に変換し、テープに記録します。デジ
タル信号で記録すると画質や音質の劣化の
少ない記録・再生が可能になります。

特長
●高解像度、高S/N比
●色のにじみが少ない(広帯域)、安定した
画面

●ダビング劣化が少ない
ピーシーエム

●PCM音声
●LPモードでも画質劣化しない
●タイムコード編集

S-VHS (VHS )カセットとの互換性について
デジタルビデオは、デジタル信号を記録し
ているため、アナログ信号を記録している
S-VHSビデオやVHSビデオとは互換性
がありません。

出力信号について
AV入出力端子からの信号は、従来の信号
と同じ信号なので、テレビやビデオで再生
画を見ることができます。

入力信号について
AV入出力端子にアナログ信号(従来のテレ
ビやビデオの信号)を入力することができ
ます。また入力されたアナログ信号は本機
でデジタル信号で録画したり、デジタル信
号に変換してDV端子から出力することが
できます。アナログ信号を記録したものを
再生し、それを他の機器に取り込んだ場
合、画像の左右に黒い帯が出る場合があり
ます。

ピーシーエム

PCM音声について
本機の音声サンプリング周波数は、
●16bit 48kHz 2トラック
●12bit 32kHz 4トラック
の2 種類を選択して記録することができま
す。
16bit 48kHz 2トラックでは、高音質で
記録することができます。
アフレコする場合に撮影時の音声を残した
いときは12bit 32kHz 4トラックで撮影
してください。16bit 48kHz 2トラック
でアフレコすると撮影時の音声は消去され
ます。

サブコードについて
デジタルビデオの記録方式は、テープ上に
サブコードという領域を確保し使用するこ
とができます。(左上図参照)
本機では、このサブコード領域に、
●タイムコード
●撮影時の年月日／時刻
●インデックス信号
などを記録しています。

オートフォーカス
オートフォーカス機能はレンズを自動的に
前後に移動させ、ピントを合わせていま
す。
オートフォーカスは、以下のような特性が
あります。
●被写体の縦の線がもっともはっきり見え
るように調整する

●よりコントラストの強いものに焦点を合
わそうとする

●画面の中央部以外では焦点が合わない
このような特性のため、次のようなシーンで
はオートフォーカスはうまく働きません。マ
ニュアルフォーカス(P58)で撮影してくださ
い。

1遠くと近くのものを撮る
画面の中央に焦点が合うため、近くのも
のを撮ると、背景にピントが合いにくく
なります。
遠くの山を背景に人物を撮る場合、両方
に焦点を合わせることはできません。
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2よごれたガラスの向こうのものを撮
る
よごれたガラスにピントが合ってしまう
ので、ガラスの向こう側のものに焦点が
合いにくくなります。また、車の往来が
激しい道路の向こう側を撮る場合も、横
切った車にピントが合ってしまうことが
あります。

3キラキラと光るものが周りにある
キラキラ光るものに焦点が合ってしまう
ので、撮りたいものにピントが合いにく
くなります。
海辺、夜景、花火、特殊なライトが輝い
ているところなどではピントがぼけるこ
とがあります。

4暗い場所を撮る
レンズに入ってくる光の情報が少なくな
るため、ピントが合いにくくなります。

5動きの速いものを撮る
機械的にレンズを動かしているため、速
い動きには追いつけなくなります。
例えば、激しく動き回る子どもを撮ると
きはピントがぼけることがあります。

6コントラストの少ないものを撮る
コントラストの強いものや縦の線に焦点
が合いやすいので、白い壁などコントラ
ストや縦の線がないものには、焦点が合
いにくくなります。

白バランス(ホワイトバランス)
ビデオカメラで撮影すると光源の影響を受け
青っぽく撮れたり、赤っぽく撮れたりするこ
とがあります。このような現象が起こらない
ようにホワイトバランスという調整をしま
す。

ホワイトバランスとは、さまざまな光源の下
での白い色を決めることです。太陽の光の下
での白い色とはどれなのか、蛍光灯の光の下
での白い色とはどれなのかを認識することに
よって、その他の色のバランスを調整しま
す。白色はすべての色(光)の基本になるので、
基準となる白色を認識できれば、自然な色合
いで撮ることが可能になります。

オートホワイトバランス
本機には数種類の光源の下での白色情報が
あらかじめ記憶されています。撮影時の光
源がどのようなものか、白バランスセン
サー(P15)とレンズからの情報によって判
断し、記憶されているホワイトバランスの
中から最も近いものを選びます。この機能
のことをオートホワイトバランスといいま
す。
しかし、数種類の光源での白色情報しか記
憶させていないので、それ以外の光源の下
での撮影では、ホワイトバランスが正常に
働きません。

オートホワイトバランスが働く範囲は、上
図の通りです。範囲外での撮影では、映像
が赤っぽくなったり、青っぽくなったりし
ます。また、上図の範囲内にあっても、光
源が複数の場合は、オートホワイトバラン
スが正常に働かない場合があります。その
場合、白バランス(P60)を調整してくださ
い。

��
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 用語解説
タイムコード
タイムコードとは、撮影(録画)したテープ
上に記録される時間データのことで、時､
分､秒､フレーム(１秒は約30フレーム)で
表されます。タイムコードは撮影と同時に
記録されているので、撮影した映像のテー
プ上での絶対位置を知ることができます。
・新しい(何も記録されていない)カセット
を入れると、タイムコードはゼロから始
まります。

・途中まで記録されているカセットを入れ
ると、そこから続けてタイムコードが記
録されます。(カセットそう入時はゼロの
表示が出ることがありますが、撮影を始
めると続きの値から表示します)

ただし、テープの途中に無記録部分がある
と、タイムコードは再びゼロから記録され
始めます。その結果、テープをあとで編集
する場合に誤動作の原因となります。
したがって、本機で撮影するときは、記録
部分がとぎれないように、カメラサーチ
(P54)やブランクサーチ(P54)をすること
をおすすめします。
●タイムコードは、リセットできません。
●通常再生時以外では、タイムコードが表
示されない(または、不正確になる)こと
があります。

●タイムコードに対応した編集コントロー
ラーを使って編集をすると、正確な編集
が可能になります。

カウンター表示
撮影や再生の経過時間を表示するためのも
のです。
カウンター表示は、自由にリセット(カウン
ター表示を0:00.00に戻す)することがで
きます。したがって、撮影や再生を始めた
位置でリセットしておくと、その時点から
の経過時間を表示することができます。し
かしタイムコードのように映像のテープ上
での絶対位置を知ることはできません。

カウンターをリセットするには
｢ヒョウジセッテイ｣メニューの「カウンタ
リセット」を「する」に設定します。(P32)

メモリー機能
メモリー機能を使うと、以下のことができ
ます。

テープを任意の位置まで巻き戻す(早送り
する)
1 ｢ヒョウジセッテイ｣メニューの「カウン
タモード」を「カウンタメモリ」にする
(P32)

2後で戻りたい場面で、｢ヒョウジセッテ
イ｣メニューの「カウンタリセット」を
「する」にする
3再生や撮影をする
4電源スイッチを「再生」にする
5巻戻しまたは早送り操作をする
カウンターをリセットした位置付近で自
動的にテープ走行が停止します。

アフレコ時に、自動的に編集を停止させる
1アフレコを終了させたいところで静止
 画再生する

2 ｢ヒョウジセッテイ｣メニューの「カウ
ンタモード」を「カウンタメモリ」にす
る

3 ｢ヒョウジセッテイ｣メニューの「カウ
ンタリセット」を「する」にする

4 アフレコを開始したい位置まで戻り、
静止画再生する

5アフレコを開始する
カウンターをリセットした位置で、自動
的にアフレコが停止します。

LPモード
LPモード(P40)では、SP(標準)モードの
1.5 倍の時間を記録することができます。
デジタルビデオでは、LPモードで録画し
ても画質は劣化しませんが、以下のことに
お気を付けください。
●他のデジタルビデオ機器で再生すると、モ
ザイク状のノイズが出る場合があります。

●LPモードのないデジタルビデオ機器で
は、正常な再生とはなりません。

●アフレコ(P94)はできません。
●本機の性能を十分に生かすために当社の
「LPモード」表示テープを使用すること
をおすすめします。
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電源関係
Q1： 電源が入らない。
A1-1：バッテリーやAC アダプターは正

しく接続されていますか。接続を
確認してみてください。(P20､22)

A1-2：バッテリーは十分に充電されてい
ますか。十分に充電されたバッテ
リーをお使いください。(P20)

Q2： 電源が勝手に切れる。
A2： バッテリーの消耗やテープの摩耗

を防ぐために、撮影の一時停止状
態が5 分以上続くと、自動的に電
源が切れます。(P35)

Q3： 電源が入ってもすぐに切れる。
A3-1：バッテリーが消耗していませんか。

バッテリー残量表示が点滅してい
たり、「バッテリーを取りかえてく
ださい」のメッセージが出ている
場合は、バッテリーが消耗してい
ます。バッテリーを充電するか、十
分に充電されたバッテリーを付け
てください。(P20)

A3-2：つゆつきになっていませんか。寒
いところから暖かいところにビデ
オカメラを持ち込んだときなど、
内部につゆつきが発生することが
あります。この場合は、自動的に電
源が切れ、カセット取り出し以外
の操作はできなくなります。つゆ
つきがなくなるまでお待ちくださ
い。(P124)

バッテリー関係
Q1： バッテリーの消耗が早い。
A1-1：十分に充電されていますか。ACア

ダプターで充電してください。
(P20)

A1-2：低い温度のところで使っていませ
んか。バッテリーは、周囲の温度の
影響を受けます。低い温度のとこ
ろでは、使用時間が短くなります。
(P122)

A1-3：バッテリーが寿命になっていませ
んか。バッテリーには寿命があり
ます。寿命は使いかたによって変
わりますが、十分に充電しても使
用時間が短いときは、バッテリー
の寿命です。(P122)

記録モード関係
Q1： 編集、デジタルビデオ機器からの

ダビング、別売のパソコン静止画
キットの「DVスタジオ2」の使用
時に誤動作する。

A1-1：同じテープ上に、
・SPとLP(記録モード)
・12bitと16bit
　(音声記録モード)
・ノーマルとワイド
・記録部分と無記録部分
などモードが混在して記録されて
いると、モードの切り換わるとこ
ろで誤動作することがあります。
編集などをする場合、モードが混
在しないように記録してください。

A1-2：連写フォトショット撮影した画像
を｢DVスタジオ2｣で自動取り込
みしようとしませんでしたか。連
写フォトショットの画像は自動で
は取り込めません。(P36)

 故障？と思ったら(Ｑ＆Ａ)
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 故障？と思ったら(Ｑ＆Ａ)（つづき）
撮影関係
通常撮影時
Q1： 電源、カセットを正しく入れてい

るが撮影できない。
A1-1：カセットの誤消去防止つまみが開

いていませんか。誤消去防止つま
みが開いている(SAVE 側になっ
ている)と撮影できません。(P25)

A1-2：カセットのテープ終端(テープの一
番最後)になっていませんか。新し
いテープに交換してください。
(P24)

A1-3：電源スイッチを「撮影」にしていま
すか。「再生」､｢カード再生｣になっ
ているときは撮影できません。
(P34)

A1-4：つゆつきになっていませんか。つ
ゆつき時は、カセット取り出し以
外の操作はできなくなります。つ
ゆつきがなくなるまでお待ちくだ
さい。
(P124)

Q2： 画面が急に変わった。
A2： デモが始まったのではないですか。

デモモードを「スタンバイ/入」に
設定し、カセットを入れずに電源
スイッチを「撮影」にするとデモ
モードになります。通常は「切」に
してお使いください。(P111)

いろいろな撮影時
Q1： 映像が止まったままになっている。
A1-1：フォトショットボタンを押しませ

んでしたか。フォトショットボタ
ンを押すと、約7秒間、静止画撮
影します。約7秒後に撮影の一時
停止状態に戻ります。(P36)

A1-2：静止画ボタンを押しませんでした
か。静止画ボタンを押すと撮って
いる映像が静止画になります。
(P36)もう一度、静止画ボタンを
押すと元に戻ります。

Q2： 自動でピントが合わない。
A2-1：マニュアルフォーカスモードに

なっていませんか。オートフォー
カスモードにすると自動でピント
が合います。

A2-2：オートフォーカスモードでピント
が合いにくい場面を撮影していま
せんか。オートフォーカスでは、ピ
ントの合いにくい場面があります。
(P128)この場合はマニュアル
フォーカスモードで手動でピント
を合わすことができます。(P58)

A2-3：デジタル機能を｢コウカンド｣に設
定していませんか。｢コウカンド｣に
すると、フォーカスはマニュアル
になります。(P68)

編集関係
Q1： アフレコができない。
A1-1：カセットの誤消去防止つまみが開

いていませんか。誤消去防止つま
みが開いている(SAVE 側になっ
ている)と編集できません。(P25)

A1-2：LP モードで撮影した部分にアフ
レコしようとしていませんか。LP
モードでは、テープ上のトラック
幅がヘッド幅より狭いため、アフ
レコはできません。(P130)
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表示関係
Q1： タイムコード表示がおかしくなる。
A1： 逆スロー再生をすると、タイム

コード表示のカウントが一定にな
らないことがありますが、故障で
はありません。

Q2： テープ残量表示が消える。
A2： フォトショット撮影、コマ送りな

どをすると、一時的にテープ残量
表示が消える場合があります。通
常の撮影や再生を続けると元に戻
ります。

Q3： テープ残量表示が実際のテープ残
量と合わない。

A3-1：約15秒以下の連続撮影では、残量
表示が正確に出ません。

A3-2：実際のテープ残量より約2～3分
少ない表示が出る場合があります。

Q4： 機能表示(モード表示、残量表示、
カウンター表示など)が出ない。

A4： メニューの「ヒョウジモード」が
「切」になっていると、液晶モニ
ターやファインダーのテープ走行
状態、警告、日付表示など以外は消
えます。

再生関係(映像)
Q1： 早送り再生、巻戻し再生をすると、

モザイク状のノイズが出る。
A1： デジタル特有の現象です。故障で

はありません。
Q2： テレビと正しく接続しているが

再生画像が出ない。
A2： テレビの入力切換えがビデオ入力

になっていますか。テレビの説明
書をよくお読みになり、接続した
ビデオ入力端子を選んでください。

Q3： 再生画像がきれいに映らない。
A3-1：本機のヘッドがよごれていません

か。ヘッドがよごれていると、再生
画像がきれいに映りません。別売の
アクセサリーキットVW-PDB1/
VW-PPMC1に付属のデジタルビデ
オ用ヘッドクリーナーを使ってヘッ
ドを清掃してください。(P124)

A3-2：映像/音声コードの端子部がよご
れていると、画面にノイズが入る
ことがあります。やわらかい布で
よごれをふき取ってからAV入出
力端子に接続してください。

A3-3：著作権保護の信号(コピーガード)
が入っている映像を録画していま
せんか。このカセットを本機で再
生すると、映像がモザイクになり
ます。

再生関係(音声)
Q1： 本機のスピーカーから再生音声が

出ない。
A1： 本機の音量調整が小さくなりすぎ

ていませんか。再生時にマルチ
プッシュダイヤルを押し続けて、
音量調整表示を出し、ダイヤルを
回すと、音量を調整することがで
きます。(P46)

Q2： ヘッドホンの右チャンネルからノ
イズ(ブー音)が聞こえる。

A2： 再生モードで「AV入出力セッテ
イ」メニューの「AVタンシ」が「AV
入出力」になっているとノイズが
聞こえます。ヘッドホンを使用す
るときは必ず「AV出力/ヘッドホ
ン」にしてください。(P46)
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 故障？と思ったら(Ｑ＆Ａ)（つづき）
Q3： 音声が重なって聞こえる。
A3-1：｢再生キノウ｣メニューの「12bit

音声」を「ミックス」に設定してい
ませんか。「音声キロク」モードを
「12bit」にして撮影したテープに
アフレコ編集すると、撮影時の音
声とあとから録音した音声を同時
に重ねて聞くことができます。ま
た、それぞれを別々に聞くことも
できます。
(P94)

A3-2：｢再生キノウ｣メニューの「音声キ
リカエ」を「ステレオ」に設定して
主音声、副音声の入った映像を再
生していませんか。主音声を聞く
時は「Ｒ」、副音声を聞く時は「Ｌ」
に設定してください。(P53)

Q4： アフレコすると元の音声が消えて
しまった。

A4： 16bitモードで撮影した部分にア
フレコすると元の音声が消えてし
まいます。元の音声も残したい場
合は、撮影時に12bit モードで撮
影してください。(P94)

Q5： テレビ、本機のスピーカーとも再
生音が出ない。

A5-1：アフレコしていないのにステレオ
2にしていませんか。アフレコし
ていない場合は、ステレオ1 に切
り換えてください。(P94)

A5-2：可変速サーチになっていませんか。
可変速サーチ中は音声は出ません。
再生ボタンを押すと、通常の再生
に戻ります。(P48)

カード関係
Q1： メモリー画像がきれいに記録され

ない。
A1： ｢エコノミー｣にして、細かいもの

を記録していませんか。｢エコノ
ミー｣で細かいものを記録すると、
画像がモザイク状になることがあ
ります。｢ノーマル｣または｢ファイ
ン｣にして､記録してください。
(P78)

Q2： メモリー画像を再生すると、カー
ドフォトショット時に設定したも
のと異なるメモリー画質が表示さ
れる。

A2： カード再生時のメモリー画質表示
(F､N､E)は記録画像のデータ量を示
しています。(F：約128KB､N：約
64KB､E：約32KB)データ量は記
録する画像の細かさなどに影響され
ますので、記録時のメモリー画質設
定と一致しないことがあります。例
えば、｢N(ノーマル)｣に設定して記録
した画像を再生したときに、｢F(ファ
イン)｣や｢E(エコノミ－)｣と表示さ
れることがあります。

Q3： カードフォトショットをしていな
いが「残0枚」と表示され、記録
できない。

A3： オリジナルタイトルを作りすぎて
いませんか。タイトルを作ると、メ
モリーが消費され、フォトショッ
トできる枚数が少なくなります。
いらなくなったタイトル､メモリー
画像を消すか、新しいカードを入
れてください。(P76､90)

Q4： カードのメモリー画像がおかしい。
A4： データが壊れているおそれがあり

ます。データは静電気や電磁波で
壊れることがあります。大切な画
像は、テープやパソコンなどにも
記録するようにしてください。

Q5： メモリー画像の再生中に｢×｣マー
クが表示される。

A5： 形式の異なる画像や壊れた画像を
再生しています。(P80)
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故
障
？
と
思
っ
た
ら

Q3： リモコンが働かない。
A3-1：リモコンのコイン電池が消耗して

いませんか。新しいコイン電池と
交換してください。(P28)

A3-2：リモコンの設定は合っていますか。
リモコンと本機の「リモコン」設定
が合っていないと、リモコンを操
作しても動作しません。

Q4： 電源が入っているのに何も操作で
きない。

A4-1：DPOF設定内容の確認中ではない
ですか。設定内容の確認は時間が
かかる場合があります。動作中ラ
ンプが消灯するまでお待ちくださ
い。(P93)

A4-2：RESETボタン(P16)を押してく
ださい。それでも直らない場合は
電源を外して1 分ほどおいたあ
と、再度電源を入れ直してくださ
い。(動作中ランプが点灯中に上記
の操作を行うとカードのデータが
破壊されることがあります)

自己診断表示機能
本機は異常を知らせる自己診断表示機能があります。
液晶モニターまたはファインダーに表示(サービス番号)が出ますので、異常と思われる場合
は、電源を一度「切」にし、再び「入」にしてください。それでも表示が消えないときは下
表を参考に対応してください。

本機の状態によって、異常表示の番号は変わります。修理をご依頼の際には異常表示の番号
(サービス番号)をお知らせください。(例えば、F01と出ている場合は「F01」とお知らせ
ください)
F01～F52の異常表示が出た場合、上記処置を行ってもその表示が消えないときは、お買
い上げの販売店、または最寄りの修理ご相談窓口へご依頼ください。お客様での修理は、ご
遠慮ください。

Q6： カードをフォーマットしても使え
るようにならない。

A6： 本機、またはカードの故障と思わ
れます。お買い上げの販売店にご
相談ください。

その他
Q1： カセットの取り出しができない。
A1-1：電源の供給はされていますか。AC

アダプターやバッテリーが正しく
入っていますか。(P24)

A1-2：放電したバッテリーを使用してい
ませんか。バッテリーを充電して
から取り出してください。

A1-3：グリップベルトがひっかかってい
ると、カセットが出ないときがあ
ります。(P24)

Q2： カセットの取り出し操作以外何も
操作できない。

A2： つゆつきになっていませんか。つ
ゆつきがなくなるまで待ってくだ
さい。(P124)
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DC 7.9/7.2 V

録画時3.9 W(ファインダー使用時)　4.8 W(液晶使用時明るさ：標準)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NTSC 日米標準信号方式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Mini DV方式(民生用デジタルVCR SD仕様)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6.35 ミリ幅デジタルビデオテープ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

最大80分(SP)120分(LP)(DVM80使用時)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SP 時：18.812 mm/秒　LP 時：12.555 mm/秒

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デジタルコンポーネント記録

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PCMデジタル記録：16 bit (48 kHz/2ch)　12bit (32 kHz/4ch)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CCD 固体撮像素子(有効画素31万画素､総画素48万画素)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動絞り12倍電動ズームF1.8 (f=4.2 ～50.4 mm)マクロ付き(フルレンジAF)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

約2分20秒(DVM60使用時)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.5 mm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

光学12倍・デジタル30倍・スーパーデジタル120倍

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3型液晶モニター(約11.3万画素)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電子カラービューファインダー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ステレオマイクロホン

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 mm丸形1個

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動追尾ホワイトバランス方式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1400 ルクス

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9ルクス

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Y 出力：1 Vp-p 75 Ω C 出力：0.286 Vp-p 75 Ω

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 Vp-p 75 Ω

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

316 mV 600 Ω

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 mV32 Ω(ステレオ：M3 ジャック)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デジタル静止画出力、制御信号入出力(転送レート：最大115 kbps )

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Y 入力：1 Vp-p 75 Ω C 入力：0.286 Vp-p 75 Ω

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 Vp-p 75 Ω

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

316 mV 10 k Ω以上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー70 dBV600 Ω適合マイク(ステレオ：M3 ジャック)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DV 入出力端子(i.LINK 、4pin )

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幅67 ×高さ89 ×奥行き149mm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

約550 g
約690 g (バッテリー：VW-VBD33 、テープ：AY-DVM60 使用時)
約630 g (バッテリー：VW-VBD21 、テープ：AY-DVM60 使用時)
約670 g (バッテリー：VW-VBD22 、テープ：AY-DVM60 使用時)

約760 g (バッテリー：VW-VBD25 、テープ：AY-DVM60 使用時)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0 ℃～40 ℃

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ％～80 ％

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 ページを参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マルチメディアカード

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

JPEG 準拠
ファイン：約100枚、ノーマル：約200枚、エコノミー：約400枚
(別売のマルチメディアカード(16MB)使用の場合)
ファイン、ノーマル、エコノミーが混在している場合記録枚数が変わります。

　電　　源

　消費電力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

信号方式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

録画方式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

使用テープ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

録画時間

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テープ速度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

映像記録方式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音声記録方式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

撮像素子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

レンズ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

早送り・巻き戻し

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フィルター径

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ズーム

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モニター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファインダー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マイク

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スピーカー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白バランス調整

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

標準被写体照度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

最低照度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S映像出力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

映像出力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音声出力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘッドホン出力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デジタル静止画

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S 映像入力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

映像入力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音声入力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マイク入力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デジタルインターフェース

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外形寸法

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本体質量
使用時質量

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

推奨使用温度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

許容相対湿度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー持続時間

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メモリー機能

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

記憶メディア

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

画像圧縮方式
記録枚数

 仕様
デジタルビデオカメラ



そ
の
他
の
情
報

137

転居や贈答品などでお困りの場合は･･･
●修理は、サービス会社･販売会社の「修理
ご相談窓口｣へ！

●その他のお問い合わせは、「お客様ご相談
センター」へ！

■保証書(別添付)
お買い上げ日・販売店名などの記入を必
ず確かめ、お買い上げの販売店からお受
け取りください。よくお読みのあと、保
存してください。

 保証期間：お買い上げ日から本体１年間

■修理を依頼されるとき
この説明書をよくお読みのうえ、直らな
いときは、まず接続している電源を外し
て、お買い上げの販売店へご連絡くださ
い。

●保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売
店が修理をさせていただきますので、恐
れ入りますが、製品に保証書をそえてご
持参ください。

●保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、
ご希望により有料で修理させていただき
ます。ただし、デジタルビデオカメラの
補修用性能部品の最低保有期間は、製造
打ち切り後8年です。
注)補修用性能部品とは、その製品の機
能を維持するために必要な部品です。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料な
どで構成されています。

技術料 は、診断・故障個所の修理およ
び部品交換・調整・修理完了
時の点検などの作業にかかる
費用です。

部品代 は、修理に使用した部品およ
び補助材料代です。

出張料 は、製品のある場所へ技術者
を派遣する場合の費用です。

 保証とアフターサービス(よくお読みください)
修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は･･･
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください

仕
様
／
保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
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 保証とアフターサービス(よくお読みください)
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索引（アイウエオ順）

アフレコ(P94)
映像効果(P72)
液晶モニター(P26)
おしらせブザー(P111)
オートフォーカス(P128)
音量調整(P46)

カード再生(P80)
画像伝送(P84)
可変速サーチ(P48)
カメラサーチ(P54)
逆光補正(P58)
ゲイン(P62)
広角(P38)
誤消去防止つまみ(P25)
コマ送り再生（P50）

サーチロック機能(P49)
サーフ＆スノーモード(P64)
再生映像効果(P72)
再生ズーム(P74)
撮影チェック(P35)
自動プリント(P102)
シネマ(P40)
絞り(P62)
シャッター効果(P36)
ショートカットメニュー
(P83、91、93)
証明写真機能(P44)
ジョグ再生(P50)

白バランス(P60)
ズーム /デジタルズーム（P38）
スポーツモード（P64）
スポットライトモード（P64）
スロー再生（P50）

タイトルイン(P86)
タイトル作成(P88)
タイムコード(P130)
対面撮影(P44)
ダビング(P96､98､100)
つゆつき(P124)
デジタル機能/効果(P68)
デジタル静止画(P36)
デジタル静止画端子(P107)
手ぶれ補正(P42)
デモモード(P111)
電子シャッター(P62)

ナンバー指定(P82)
年月日、時刻の表示(P47)
年月日、時刻を合わせる(P115)

ハイパーチェック(P49)
表示モード(P111)
ファイルNo.リセット(P108)
フェード(P66)
フォーマット(P90)
フォトショット(P36、78)
ブランクサーチ(P54)

ヘッドよごれ(P124)
ポートレートモード(P64)

マクロ機能(P39)
マニュアルフォーカス(P58)
ミニシステムE端子
(P102､104､105)
メニュー(P32 ､109)
メモリー機能(P130)
メモリー消去(P90)

リセット(P130)
リモコン(P28)
連写フォトショット(P36)
ローライトモード(P64)

エーシー

ACアダプター(P20 ～23)
エーディー

AD変換(P97)
エーイー

AE設定(P64)
エーブイ

AV入出力端子(P52､94～98)
ディーポフ

DPOF設定(P92)
ディーブイ

DV端子(P97､100､104)
ピーシーエム

PCM音声(P128)
エスピーエルピー

SP/LPモード(P40､94､130)

カ行

ア行

サ行

タ行

ナ行

ハ行

マ行

ラ行

アルファベット順
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